
家庭礼拝ガイド 365 日－１２月 

日付 聖書箇所 中心聖句 テーマ 

12/1 ﾛｰﾏ 5：8 ﾛｰﾏ 5：8 私たちがまだ罪人であったとき 

12/2 ﾛｰﾏ 8:28 ﾛｰﾏ 8:28 すべてのことを働かせて益に 

12/3 ﾛｰﾏ 8:37～39 ﾛｰﾏ 8:39 神の愛から引き離すものはない 

12/4 ﾛｰﾏ 10：9～10 ﾛｰﾏ 10：10 信仰告白 

12/5 ﾛｰﾏ 12:1～2 ﾛｰﾏ 12:2 この世と調子を合わせてはいけません 

12/6 ﾛｰﾏ 12：10 ﾛｰﾏ 12：10 兄弟愛をもって互いに愛し合う 

12/7 ﾛｰﾏ 12：11 ﾛｰﾏ 12：11 霊に燃え、主に仕えなさい 

12/8 ﾛｰﾏ 12：12 ﾛｰﾏ 12：12 望みを抱いて 

12/9 ﾛｰﾏ 12：13 ﾛｰﾏ 12：13 旅人をもてなす 

12/10 ﾛｰﾏ 12：14 ﾛｰﾏ 12：14 迫害する者を祝福しなさい 

12/11 ﾛｰﾏ 12：15 ﾛｰﾏ 12：15 喜ぶ者と共に喜び、泣く者と共に泣く 

12/12 ﾛｰﾏ 12：19～21 ﾛｰﾏ 12：21 善をもって悪に打ち勝ちなさい 

12/13 ﾛｰﾏ 14：8 ﾛｰﾏ 14：8 生きるにしても死ぬにしても 

12/14 ﾛｰﾏ 15：1～2 ﾛｰﾏ 15：2 隣人を喜ばせる 

12/15 Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:18 Ⅰｺﾘﾝﾄ 1:18 十字架のことばは神の力 

12/16 Ⅰｺﾘﾝﾄ 3:6～7 Ⅰｺﾘﾝﾄ 3:7 成長させたのは神 

12/17 Ⅰｺﾘﾝﾄ 6：19～20 Ⅰｺﾘﾝﾄ 6：20 神の栄光を現しなさい 

12/18 Ⅰｺﾘﾝﾄ 9：24-27 Ⅰｺﾘﾝﾄ 9：24 賞を受けられるように 

12/19 Ⅰｺﾘﾝﾄ 10：13 Ⅰｺﾘﾝﾄ 10：13 試練と共に脱出の道も 

12/20 Ⅰｺﾘﾝﾄ 11：1 Ⅰｺﾘﾝﾄ 11：1 私を見ならってください 

12/21 Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:12～27  Ⅰｺﾘﾝﾄ 12:27 キリストのからだ 

12/22 ﾏﾀｲ 1:18～25 ﾏﾀｲ 1:20b ヨセフへの告知 

12/23 ﾐｶ 5:2 ﾐｶ 5:2 救い主の誕生 

12/24 ﾙｶ 2:15～20 ﾙｶ 2:20 最初のキャロリング 

12/25 ﾋﾟﾘﾋﾟ 2:6～11 ﾋﾟﾘﾋﾟ 2:11 人となられた神の子 

12/26 Ⅰｺﾘﾝﾄ 13:1～8 Ⅰｺﾘﾝﾄ 13:4 愛は 

12/27 Ⅰｺﾘﾝﾄ 13:13 Ⅰｺﾘﾝﾄ 13：13 信仰、希望、愛 

12/28 Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:9～10 Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:10 最も小さい者さえも 

12/29 Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:58 Ⅰｺﾘﾝﾄ 15:58 いつも主のわざに励みなさい 

12/30 Ⅱｺﾘﾝﾄ 1:4～6 Ⅱｺﾘﾝﾄ 1:4 神さまの慰め 

12/31 Ⅱｺﾘﾝﾄ 3:16～18 Ⅱｺﾘﾝﾄ 3:18 栄光から栄光へ 

 



１２月１日

◆今日のみことば

◆メッセージ

あなたの両親
りょうしん

のことを考
かんが

えてみてください。もし、あなたが両親
りょうしん

の言
い

うことを聞
き

けなかったり、

わがままを言
い

ったり、兄弟
きょうだい

げんかをしたり、友
とも

だちと悪
わる

いことをして遊
あそ

んだりしたら、あなたの両親
りょうしん

は怒
おこ

りますか。怒
おこ

ると思
おも

います。でも、どんなに怒
おこ

っても、ある言葉
こ と ば

を言
い

えるならゆるしてくれるの

ではないでしょうか。神
かみ

さまはそのための素敵
す て き

な言葉
こ と ば

を与
あた

えてくださっています。それは「ごめんな

さい」です。とっても素敵
す て き

でとっても大事
だ い じ

な言葉
こ と ば

です。あなたの両親
りょうしん

はあなたのことを愛
あい

しているの

で、心
こころ

から「ごめんなさい」とあやまればゆるしてくれることでしょう。お父
とお

さんも、お母
かあ

さんも、

あなたのことをゆるしたいと思
おも

っているからですよ。 

今日
き ょ う

のみことばを読
よ

むと、神
かみ

さまはあなたの両親
りょうしん

よりも、もっと大
おお

きな愛
あい

であなたを愛
あい

してくださ

っていることがわかります。それは、イエスさまはあなたの罪
つみ

をゆるすために２０００年
ねん

も前
まえ

に

十字架
じゅ うじか

にかかってくださったことです。つまり、あなたが「ごめんなさい」をするより、ずっとずっ

とずうっと前
まえ

に、イエスさまはあなたの代
か

わりに十字架
じゅ うじか

にかかって死
し

んで、あなたの罪
つみ

をゆるしてく

ださったのです。神
かみ

さまはあなたのことが大好
だ い す

きなので、

ひとりの子
こ

であるイエスさまをあなたの代
か

わりに十字架
じゅ うじか

につけてくださいました。イエスさまもあなたのことが

大好
だ い す

きなので、あなたの代
か

わりに十字架
じゅ うじか

にかかってくだ

さったのです。 

神
かみ

さまは、イエスさまの十字架
じゅ うじか

を用意
よ う い

して、ゆるしたい

と待
ま

っていてくださいます。神
かみ

さまとイエスさまのゆる

しは、あなたが「ごめんなさい」をするより先
さき

に与
あた

えられ

ているのです。これが神
かみ

さまとイエスさまの愛
あい

なのです。

その愛
あい

に心
こころ

から感謝
かんしゃ

をして「ごめんなさい」をしていく

のが私たちなのです。 

◆お祈
いの

り 

「神
かみ

さま、私たちがごめんなさいをする前
まえ

に、イエスさが十字架
じゅ うじか

で私たちの罪
つみ

をゆるしてくださった

ことを感謝
かんしゃ

します。」 

（千種キリスト教会牧師 畑田祐二） 

しかし私たちがまだ罪人
つみびと

であったとき、キリストが私たちのために死
し

んでくださっ

たことにより、神
かみ

は私たちに対
たい

するご自身
じ し ん

の愛
あい

を明
あき

らかにしておられます。 

ローマ人
びと

への手紙
て が み

５章
しょう

８節
せつ

 

テーマ：「私たちがまだ罪人
つみびと

であったとき」 

聖書個所
せいしょかしょ

：ローマ人への手紙
て が み

５章
しょう せつ

８節 



１２月２日       テーマ：すべてのことを AE働 E

は たら

Aかせて AE益 E

え き

Aに 

聖書箇所：ローマ人への AE手紙 E

て が み

A ８章２８AE節 E

せ つ

 

◆今日のみことば 

 
 
 
 
 
 
◆メッセージ 

あなたが AE通 E

かよ

Aっている A E 教会 E

きょうかい

Aが A E所属 E

しょぞく

Aする、AE日本 E

に ほ ん

AA E同盟 E

どうめい

AA E基督 E

きりすと

AA E 教団 E

きょうだん

Aが、AE日本 E

に ほ ん

AA E 宣教 E

せんきょう

Aを AE始 E

はじ

Aめた A E最初 E

さいしょ

Aのお A E 話 E

はなし

 

Aをしましょう。 

A E 教団 E

きょうだん

AA E創設者 E

そうせつしゃ

Aのフレデリック・フランソンは、まだ A E福音 E

ふくいん

Aが A E 充分 E

じゅうぶん

AAE伝 E

つた

Aわっていない AE日本 E

に ほ ん

Aへ A E宣教師 E

せんきょうし

Aを AE送 E

おく

Aろ

うと、１５AE人 E

にん

Aの A E青年 E

せいねん

Aをアメリカから AE送 E

おく

Aり A E出 E

だ

Aしました。１８９１AE年 E

ねん

A（AE明治 E

め い じ

A２４AE年 E

ねん

A）のことです。ところ

が、この A E宣教師 E

せんきょうし

Aたちに AE大 E

おお

Aきな AE試練 E

し れ ん

Aがありました。 

A E宣教師 E

せんきょうし

Aたちが A E来日 E

らいにち

A(AE日本 E

に ほ ん

Aに AE来 E

く

Aること)してから、AE僅 E

わず

Aか３か AE月後 E

げ つ ご

A、一 AE人 E

にん

Aの A

E宣教師 E

せんきょうし

Aが A E天然痘 E

てんねんとう

Aにかかって AE亡 E

な

Aくなってしまいました。この AE人 E

ひと

Aはメリー・

エングストンという A E独身 E

どくしん

AA E女性 E

じょせい

A、なんとまだ１９AE歳 E

さい

Aの AE若 E

わか

Aさでした。A E本当 E

ほんとう

Aに A

E無念 E

む ね ん

A(A E残念 E

ざんねん

Aでならないこと)だったでしょう。「あの A E異教 E

いきょう

A(イエスさまのことを

AE知 E

し

Aらない)の AE国 E

くに

A、AE日本 E

に ほ ん

Aに A E福音 E

ふくいん

Aを AE届 E

とど

Aけよう、あの AE人 E

にん

Aたちも AE救 E

すく

Aわれなければ

ならないから。」エングストンは AE日本 E

に ほ ん

AA E 宣教 E

せんきょう

Aに AE燃 E

も

Aえてはるばる AE海 E

うみ

Aを AE越 E

こ

Aえて AE来 E

き

Aたのに、まだ AE日本 E

に ほ ん

AAE語 E

ご

Aを AE学 E

まな

A

んでいる A E 最中 E

さいちゅう

Aに A E 病 E

やまい

Aに AE倒 E

たお

Aれ、AE天 E

てん

AAE国 E

ごく

Aに AE帰 E

かえ

Aったのです。 

AE神 E

かみ

Aさまのご A E計画 E

けいかく

Aとはいったい AE何 E

なん

Aなのでしょうか。A E彼女 E

かのじょ

Aは AE日本 E

に ほ ん

Aに AE来 E

こ

Aなければ、A E天然痘 E

てんねんとう

Aにかかる AE事 E

こと

Aもな

かったでしょう。１９AE歳 E

さい

Aで AE死 E

し

Aぬ AE事 E

こと

Aもなかったでしょう。A E 将 E

しょう

AAE来 E

らい

AA E結婚 E

けっこん

Aして A E 幸 E

しあわ

Aせな AE家庭 E

か て い

Aを AE作 E

つく

Aる AE事 E

こと

Aもでき

たでしょう。AE伝 E

でん

AAE道 E

どう

Aの A E 最中 E

さいちゅう

Aに AE倒 E

たお

Aれたのなら A E彼女 E

かのじょ

Aも AE少 E

すこ

Aしは A E満足 E

まんぞく

Aだったことでしょう。しかしまだ AE日本 E

に ほ ん

Aで

A E福音 E

ふくいん

Aを AE語 E

かた

Aり AE出 E

だ

Aす AE前 E

まえ

Aに A E 病 E

やまい

Aで AE亡 E

な

Aくなったのです。AE悔 E

くや

Aしかったでしょう。アメ

リカには AE祈 E

いの

Aりをもって A E彼女 E

かのじょ

Aを AE送 E

おく

Aり AE出 E

だ

Aした AE親 E

おや

A、A E 兄弟 E

きょうだい

Aがいます。AE遠 E

とお

Aい AE国 E

くに

Aの

A E 宣教 E

せんきょう

Aのために A E彼女 E

かのじょ

Aを AE手放 E

て ば な

Aした AE家庭 E

か て い

Aの AE悲 E

かな

Aしみは AE計 E

はか

Aり AE知 E

し

Aれません。 

しかし、A E彼女 E

かのじょ

Aの A E死 E

し

Aは AE無駄 E

む だ

Aではありませんでした。AE残 E

のこ

Aされた１４AE名 E

めい

Aの A E宣教師 E

せんきょうし

A

は A E彼女 E

かのじょ

Aの AE死 E

し

Aによって AE大 E

おお

Aいに AE奮 E

ふる

Aい AE立 E

た

Aたされたのです。AE葬儀 E

そ う ぎ

Aの AE二日後 E

ふ つ か ご

Aにエン

グストンの A E記念会 E

きねんかい

Aが行われましたが、この A E記念会 E

きねんかい

Aは A E残 E

のこ

Aされた A E宣教師 E

せんきょうし

Aの A

E派遣式 E

はけんしき

Aとなったのです。この AE日 E

ひ

Aを A E 境 E

さかい

Aに１４AE名 E

めい

Aは AE日本 E

に ほ ん

AAE全 E

ぜん

AAE国 E

こく

Aに AE散 E

ち

Aり A E 宣教 E

せんきょう

Aがスタートしたのです。 

エングストンの AE死 E

し

Aはまさに A E一粒 E

ひとつぶ

Aの AE麦 E

むぎ

Aの AE死 E

し

Aでした。この A E一粒 E

ひとつぶ

Aの AE麦 E

むぎ

Aを AE通 E

とお

Aして、A E 教団 E

きょうだん

Aが AE生 E

う

Aみ AE出 E

だ

Aされ、

A E 私 E

わたし

Aたちが AE通 E

かよ

Aう A E 教会 E

きょうかい

Aも AE支 E

ささ

Aえられるようになったのです。AE目 E

め

Aの AE前 E

まえ

Aの AE苦 E

くる

Aしいできごとだけで、がっかりし

たり、あきらめたり、AE神 E

かみ

Aさまを A E 疑 E

うたが

Aわないようにしましょう。AE神 E

かみ

Aさまは、すべてを A E 働 E

はたら

Aかせてよきことを 

してくださいます。 

◆お AE祈 E

いの

Aり 

「AE神 E

かみ

Aさま、A E 私 E

わたし

Aたちは A E 涙 E

なみだ

Aが AE流 E

なが

Aれるような AE悲 E

かな

Aしい A E経験 E

けいけん

Aをします。けれども神さまは、それを AE用 E

もち

Aいて A E 新 E

あたら

A

しいことをする A E 力 E

ちから

Aをお AE持 E

も

Aちです。そのことを AE信 E

しん

Aじ、A E 涙 E

なみだ

Aを AE拭 E

ふ

Aいて、もう AE一度 E

い ち ど

AAE立 E

た

Aち AE上 E

あ

Aがっていけます 

ように。」                 （中野教会牧師 河村 冴） 

神
かみ

を愛
あい

する人
ひ と

々
び と

、すなわち、神
かみ

のご計
けい

画
か く

に従
したが

って召
め

された人
ひ と

々
び と

のためには、神
かみ

が 

すべてのことを働
はたら

かせて益
えき

としてくださることを、私
わたし

たちは知
し

っています。  

                      ローマ人
び と

への手
て

紙
がみ

８章
しょう

28節
せつ

 



 １２月３日     テーマ：「神
かみ

の愛
あい

から引
ひ

き離
はな

すものはない」 

聖書個所：ローマ人への手紙
て が み

８章
しょう

３７節
せつ

〜３９節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

 人
ひと

からいやなことを言
い

われたことがありますか。そんなとき、悲
かな

しくなってしまいますよね。パウロさんは

イエスさまのことを多
おお

くの人
ひと

に伝
つた

える働
はたら

きをしていました。そして、ときどき、「イエスさまのことを人
ひと

に伝
つた

えてはいけません。」と反対
はんたい

されることがありました。パウロさんは悲
かな

しくなって、イエスさまのことを伝
つた

える

のをやめたでしょうか。そうではありません。どんなに悲
かな

しいことやつらいことがあっても、イエスさまのこ

とを伝
つた

える力
ちから

はなくなりませんでした。神
かみ

さまの愛
あい

がパウロさんのこころをいつも元気
げ ん き

にしてくれていたから

です。 

私の友
とも

だちは、小学生
しょうがくせい

のころみんなからいじめを受
う

けていました。悲
かな

しくなって元気
げ ん き

をなくしてしまいそう

になりました。けれどもすぐに元気
げ ん き

になりました。お母
かあ

さんの愛
あい

をいつもこころの中
なか

に感
かん

じていたからだと私

に教
おし

えてくれました。愛
あい

されていることがわかるとき、私たちは悲
かな

しいことや苦
くる

しいことを乗
の

りこえる力
ちから

が与
あた

えられるんですね。イエスさまを信
しん

じている人
ひと

のこころの中
なか

には、いつもイエスさまの愛
あい

が入
はい

っています。ど

んなに苦
くる

しいことや悲
かな

しいことがあっても、あなたのこころから

神
かみ

さまの愛
あい

がはなれてしまうことはありません。 

イエスさまは私たちの罪
つみ

をゆるすために、十字架
じゅうじか

にかかって

命
いのち

を捨
す

ててくださいました。命
いのち

を捨
す

てて愛
あい

してくださっていま

す。この愛
あい

は、尽
つ

きることがありません。この愛
あい

は、奪
うば

われるこ

とがありません。どんな中
なか

になっても、離
はな

れることはありません。 

こころが元気
げ ん き

をなくしてしまいそうななるときにこそ、神
かみ

さま

のこの約束
やくそく

のことばを忘
わす

れないようにしましょう。 

 

 

◆お祈
いの

り 

「悲
かな

しいことや、つらいことがあっても、神
かみ

さまの愛
あい

が私のこころを元気
げ ん き

にしてくれることを感
かん

謝
しゃ

します。」 

 

 

（長良キリスト教会牧師 増田由夫） 

私たちの主
しゅ

キリスト・イエスにある神
かみ

の愛
あい

から、私たちを引
ひ

き離
はな

すことはできません。 

                       ローマ人
ひと

への手紙
て が み

８章
しょう

３９節
せつ

 

 



 １２月４日     テーマ：「信仰
しんこう

告白
こくはく

」 

聖書個所：ローマ人への手紙１０章
しょう

９節
せつ

〜１０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

何
なに

かをがんばってできるようになったことはありますか。がんばって練習
れんしゅう

して、自転車
じ て ん し ゃ

に乗れる
の

ようになっ

たり、鉄棒
てつぼう

のさか上
あ

がりができるようになったことがあるかもしれません。でも、がんばってもどうにもでき

ないことがあります。それは私たちの「救い
すく

」です。どうすれば救
すく

われるのでしょうか。どうすれば、神
かみ

さま

の子
こ

どもになり、「永遠
えいえん

のいのち」をいただき、いつまでも神
かみ

さまといっしょに生
い

きることができるのでしょう

か。ある人
ひと

はこう考
かんが

えます。〈まじめに生
い

きていればいいんだ〉またこう考
かんが

える人
ひと

もいます。〈ずっと教会
きょうかい

に

通って
かよ

いれば救われるん
すく

だ〉またある人は考え
かんが

ます。〈きまりを守って
まも

、いい子
こ

にしていれば救われるん
すく

だ〉。 

でも、聖書
せいしょ

が教え
おし

ていることは、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で罪
つみ

をゆるされ、神
かみ

さまの子ども
こ

となり、永遠
えいえん

のいのちをいただ

くことができる人
ひと

は一人
ひ と り

もいなということです。なぜなら、私たちは神
かみ

さまから離れた
はな

罪人
つみびと

だからです。それ

はちょうど、深い
ふか

穴
あな

ぼこに落ちた
お

人
ひと

に似
に

ています。穴
あな

ぼこに落ちた
お

人
ひと

は、誰
だれ

かに助けて
たす

もらわなければ、穴
あな

か

ら出
で

ることはできません。それと同じ
おな

ように、罪人
つみびと

である私たちはどんなにがんばっても、自分
じ ぶ ん

の力
ちから

で自分
じ ぶ ん

を

救
すく

うことはできないのです。 

私たちを救う
すくう

ことができるのは、神
かみ

さまだけです。イエスさまは主
しゅ

（神
かみ

さま）です。イエスさまはあなたを救う
すく

ために十字架
じゅうじか

に架かって
か

死なれ
し

、三日目
み っ か め

に死者
し し ゃ

の中
なか

からよみがえってくださいました。 

だから私たちに必要
ひつよう

なことは、イエスさまが死
し

からよみがえられた

主
しゅ

（神
かみ

さま）であると信じ
しん

、イエスさまを心から
こころ

信頼
しんらい

すること。信じた
しん

ことを自分の口
くち

で言い表す
い   あらわ

（告白
こくはく

する）ことです。教会
きょうかい

で洗礼式
せんれいしき

を

見た
み

ことがありますか、洗礼
せんれい

は神さまへの信仰を口
くち

で言い表す
い   あらわ

（告白
こくはく

する）すばらしい時です。 

いまあなたは、イエスさまが死
し

からよみがえられた主
しゅ

（神
かみ

さま）であることを信
しん

じていますか。イエスさま

に心から
こころ

信頼
しんらい

していますか。もっといい子
こ

になってから、とか、もっと大人
お と な

になってから、なんて考
かんが

えなくて

いい。そのままの姿
すがた

で信
しん

じてよいのです。 

 

◆お祈
いの

り 

イエスさまは主
しゅ

（神
かみ

さま）ですと心
こころ

から信
しん

じることができますように。信
しん

じたことを口
くち

で言
い

い表
あらわ

すことがで

きますように。 

 

（長良キリスト教会牧師 沖野 毅） 

人
ひと

は心
こころ

に信じて
しん

義
ぎ

と認められ
みと

、口
くち

で告白
こくはく

して救われる
すく

のです。  

ローマ人への手紙１０章１０節 

 



 １２月５日     テーマ：「この世
よ

と調子
ちょうし

を合
あ

わせてはいけません」 

聖書個所：ローマ人への手紙１２章
しょう

１節
せつ

〜２節
せつ

 

◆今日
き ょ う

のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

 みんなは、友達
ともだち

と遊
あそ

んでいる時
とき

、お母
かあ

さんや学校
がっこう

の先生
せんせい

に「行
い

ってはいけません」と言
い

われている場所
ば し ょ

に行
い

った

り、「してはいけません」と言
い

われたことをしてしまったことはないでしょうか？「本当
ほんとう

はいけないことなんだけど、

周
まわ

りの友達
ともだち

がしているから僕
ぼく

も（私も）してしまった」ということがあるかもしれません。間違
ま ち が

っているとわかって

いても、自分
じ ぶ ん

だけ他
ほか

の人
ひと

と違
ちが

うことをするのは勇気
ゆ う き

のいることです。 

 けれども、今日
き ょ う

のみことばは、「この世
よ

と調 子
ちょうし

を合
あ

わせてはいけません」と言
い

っています。それは、みんながし

ているからとか、バカにされたり悪口
わるぐち

を言
い

われるのが 恐
おそろし

いからといって、他
ほか

の人
ひと

たちと一緒
いっしょ

に神
かみ

さまを悲
かな

しませ

ることをしないように、ということです。他
ほか

の人
ひと

が何
なに

を言
い

っても、何
なに

をしていても、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれることが何
なに

か

を考
かんが

えて行動
こうどう

するように言
い

われているのです。 

 「そうしないと、神
かみ

さまに怒
おこ

られてしまうぞ」というのではありま

せん。私たちが神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

をするのは、「神
かみ

のあわれみ

のゆえに」（1節
せつ

）とあるように、まず神様
かみさま

が私たちを愛
あい

してくださっ

たからです。神
かみ

さまは、私たちが罪
つみ

を持
も

ったまま滅
ほろ

びることのないよ

うに、私たちの代
か

わりにイエスさまを十字架
じゅうじか

につけ、私たちを救
すく

って

くださいました。それほどまでに私たちを愛
あい

してくださった神
かみ

さまの

愛
あい

に応
こた

えるために、私たちは神
かみ

さまの喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

をするのです。 

 それでも、やっぱり他
ほか

の人
ひと

と違
ちが

うことをする勇気
ゆ う き

は出
で

ないと思
おも

うか

もしれません。そんな人
ひと

は、神
かみ

さまに「神
かみ

さまの喜
よろこ

ばれることができ

るように僕
ぼく

を（私を）変
か

えてください」とお祈
いの

りしましょう。そして、

たくさんみことばを覚
おぼ

えましょう。2節
せつ

の最後
さ い ご

に「心
こころ

の一新
いっしん

によって自分
じ ぶ ん

を変
か

えなさい」とありますが、これは私た

ちががんばるだけでなく、お祈
いの

りをしてみことばを聴
き

く中
なか

で、聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまが私たちを変
か

えてくださることを意味
い み

しています。聖霊
せいれい

の助
たす

けをいただいて、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる毎日
まいにち

を過
す

ごしましょう。 

 

◆お祈
いの

り 

聖霊
せいれい

なる神
かみ

さま、神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる生
い

き方
かた

ができるように私を変
か

えてください。 

 

（徳丸町キリスト教会伝道師 中谷献一） 

この世
よ

と調子
ちょうし

を合
あ

わせてはいけません。いや、むしろ、神
かみ

のみこころは何
なに

か、す

なわち、何
なに

が良
よ

いことで、神
かみ

に受
う

け入
い

れられ、完全
かんぜん

であるのかをわきまえ知
し

るため

に、心
こころ

の一新
いっしん

によって自分
じ ぶ ん

を変
か

えなさい。  ローマ人
ひと

への手紙
て が み

１２章２節 

 



 １２月６日     テーマ：「兄弟愛
きょうだいあい

をもって互
たが

いに愛
あい

し合
あ

う」 

聖書個所
せいしょかしょ

：ローマ人への手紙
て が み

１２章
しょう

１０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

互
たが

いに愛し
あい

合
あ

いなさいと互いに
たが

尊敬
そんけい

をもってまさっていると思い
おも

なさいということば

です。 

 わたしたちはお互い
たが

を必要
ひつよう

としています。一方
いっぽう

的
てき

に愛
あい

したり、一方
いっぽう

的
てき

に尊敬
そんけい

をもって

相手
あいて

がすぐれていると考
かんが

えるのはむずかしいことです。お互い
たが

に愛
あい

したり、尊敬
そんけい

をする

ことが大切
たいせつ

です。兄弟
きょうだい

愛
あい

とは兄弟
きょうだい

どうしの愛
あい

だけでなく、お友
とも

だちや家族
かぞく

にも用
もち

いる

愛
あい

のことです。この兄弟
きょうだい

愛
あい

は神
かみ

さまからの与
あた

えられる愛
あい

が元
もと

になっています。そして、

互
たが

いに、ということは、だれでもこの命令
めいれい

を守
まも

ることができるということです。神
かみ

さま

の愛
あい

は、すべての人
ひと

に与
あた

えられていますから。   

 神
かみ

さまからの愛
あい

には差別
さべつ

がありません。あなたにもあなたの家族
かぞく

にもお友
とも

だちにも、ときどきいじめをするお友
とも

だちにも注
そそ

がれています。どのように愛
あい

してくれたのでしょうか？ それは

聖書
せいしょ

によるとイエスさまがわたしたちの罪
つみ

を赦す
ゆる

ために身代
みが

わりに死
し

んで

くださったということです。あなたに悪口
わるくち

をいう人
ひと

やいじわるをする人
ひと

を、

愛
あい

したり尊敬
そんけい

するのは、なかなかむずかしいのですが。イエスさまはイエス

さまにいじわるをする人
ひと

のためにも罪
つみ

を背
せ

負
お

って十字架
じゅうじか

にかかって死
し

んで

くれました。ここに愛
あい

があるといわれています。きっと私たちのまわりにも、

いじわるをする人
ひと

やわがままの人
ひと

がいるかもしれません。あなたもときどき

わがままで、おともだちの悪口
わるくち

をいうことがあるかもしれません、それでも

イエスさまは私たちのことを大切
たいせつ

に思い、愛
あい

しています。そのことを忘れ
わす

な

いで、お互
たが

いに愛し
あい

合
あ

い、尊敬
そんけい

しあうことができれば感謝
かんしゃ

ですね。お互
たが

いに愛
あい

したり、親切
しんせつ

にしたり、尊敬
そんけい

したりす

ることにより、いじめや怒
いか

り、差別
さべつ

が少
すく

なくなっていきます。 

 今日
きょう

も一
いち

日
にち

、しんせつなことばや、行
おこな

いにより愛
あい

することができるようにしましょう。 

 

◆お祈
いの

り 

愛する天のお父さま、わたしを愛し大切にしてくれてありがとうございます。お友だちや家族を大切にできるよう

にお守りください。 

 

（近江聖書教会牧師 石川秀和） 

兄弟
きょうだい

愛
あい

をもって心
こころ

から互
たが

いに愛し
あい

合
あ

い、尊敬
そんけい

をもって互
たが

いを人
ひと

を自分
じぶん

よりまさっていると思
おも

いなさい。 

ローマ人への手紙１２章１０節 

 



 １２月７日     テーマ：「霊
れい

に燃
も

え、主
しゅ

に仕
つか

えなさい」 

聖書個所：ローマ人への手紙１２章
しょう

１１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

毎日
まいにち

、過
す

ごす中
なか

で何
なに

か心を打ち込んでやっていることがあります

か。あるとしたらそれは何
なに

でしょうか。 

 今日
き ょ う

の聖書個所
せいしょかしょ

は、パウロさんがローマの教会
きょうかい

の人々
ひとびと

に当
あ

てた

手紙
て が み

ですが、その中
なか

で、パウロさんは勤勉
きんべん

で怠
おこた

らず、 霊
れい

に燃
も

え、 

主
しゅ

に仕
つか

えなさいと勧
すす

めています。霊
れい

に燃
も

えるとは、何
なに

かを心
こころ

を打
う

ち込
こ

んで行
おこな

う、すなわち熱心
ねっしん

に行
おこな

うことです。ですから、言
い

い換
か

えれば「みなさん、自分
じ ぶ ん

がなすべきことをまじめに行
おこな

ってくださ

い。神
かみ

さまに言
い

われていることを熱心
ねっしん

に行
おこな

ってください。」となるでしょうか。  

 パウロさんがこう言
い

われたのは、ローマの教会
きょうかい

に自分
じ ぶ ん

のやるべきことや教会
きょうかい

での奉仕
ほ う し

を誠実
せいじつ

に

行
おこな

わなかったり、喜
よろこ

んでしなかったりする人
ひと

がいたからだと考
かんが

えられます。そのために教会
きょうかい

の

他
ほか

の人
ひと

に迷惑
めいわく

をかけ、神
かみ

さまを悲
かな

しませることがあったしょう。 

 しかし、パウロさんは神
かみ

さまを信
しん

じて心
こころ

から受
う

け入
い

れた人
ひと

は、神
かみ

さまと人
ひと

を愛
あい

して、喜
よろこ

ばれるこ

とを熱心
ねっしん

に行
おこな

うと言
い

います。そのために、聖霊
せいれい

さまはいつも共
とも

にして何
なに

をするべきか教
おし

えて行
おこな

える

ように助
たす

けてくださいます。 

 それでは、私たちが日々
ひ び

、心を打ち込んで行
おこな

うべきことは何
なに

でしょうか。学校
がっこう

で先生
せんせい

のお話
はなし

をよ

く聴
き

くこと、友
とも

だちと仲良
な か よ

く過
す

ごすこと、助
たす

けを求
もと

める友
とも

だちを喜
よろこ

んで助
たす

けること、家
いえ

でお母
かあ

さんの

お手伝
て つ だ

いをすること、教会学校
きょうかいがっこう

で心
こころ

から祈
いの

り、賛美
さ ん び

すること…など、たくさんあります。使徒
し と

の働
はたら

きに出
で

てくるアポロさんは、神
かみ

さまを信
しん

じる人で、とても熱心
ねっしん

にイ

エスさまのことを伝
つた

える人
ひと

でした。そんなアポロさんによって周
まわ

り

のクリスチャンたちは励
はげ

まされ、イエスさまのことを知
し

る人
ひと

も起
お

こ

されました。 

 今
いま

、心
こころ

を打
う

ち込
こ

んでやっていたことがあるでしょうか。それは、

神
かみ

さまと人
ひと

を愛
あい

して喜
よろこ

ばれることでしょうか。お祈
いの

りして思
おも

い出
だ

す

ことがあれば、これから熱心
ねっしん

に行
おこな

って行
い

きましょう。 

 

◆お祈
いの

り 

神
かみ

さまと人
ひと

を愛
あい

して喜
よろこ

ばれることを聖霊
せいれい

さまの助
たす

けをいただいて熱心
ねっしん

に行
おこな

うことができますよう

に。 

（京都
きょうと

めぐみ教会
きょうかい

 加藤
か と う

 賢娥
ひ ょ な

） 

勤勉
きんべん

で怠
おこた

らず、 霊
れい

に燃
も

え、 主
しゅ

に仕
つか

えなさい。 

ローマ人への手紙
て が み

12章 11節 



 １２月８日     テーマ：「望
のぞ

みを抱
いだ

いて」 

聖書個所
せいしょかしょ

：ローマ人への手紙
て が み

１２章
しょう

１２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

  

 あなたには、今
いま

、どんな苦
くる

しいことがありますか。いじめられていますか。それとも、誰
だれ

かと比
くら

べて自分
じ ぶ ん

に

はいいところがないと落
お

ち込
こ

んでいますか。また、悪
わる

いことをして神
かみ

さまにごめんなさいと言
い

えないでいます

か。生活
せいかつ

に困
こま

っているそのような人
ひと

もいるかもしれません。 

 この世界
せ か い

に生
い

きていると、いろいろな苦
くる

しいことが起
お

こってきます。この世界
せ か い

は人
ひと

の罪
つみ

のために歪
ゆが

んで壊
こわ

れ

てしまいました。ですから、お互
たが

いを大切
たいせつ

にしたいと思
おも

っても、かえって相手
あ い て

をいじめてしまったり、自分
じ ぶ ん

の

ことも正
ただ

しく愛
あい

せなくなっています。そして、悪
わる

いことをしていてもすぐに謝
あやま

ることができないのです。生活
せいかつ

に困
こま

ることがあるのも、この世界
せ か い

が壊
こわ

れてしまったからと見
み

ることもできます。ですから、この世界
せ か い

に生
い

きて

いる限
かぎ

り苦
くる

しいことはいつも続
つづ

いていきます。 

 けれども、イエスさまを信
しん

じる人
ひと

には望
のぞ

みがあります。天国
てんごく

に行
い

くことができるという望
のぞ

みです。天国
てんごく

には、

苦
くる

しみのすべてがありません。そして喜
よろこ

びと神
かみ

さまへの感謝
かんしゃ

にあふれています。なぜイエスさまを信
しん

じれば

天国
てんごく

に行
い

けるのでしょう。それはイエスさまが人間
にんげん

の犯
おか

した罪
つみ

の罰
ばつ

すべてを十字架
じゅうじか

で身代
み が

わりに負
お

ってくださ

ったからです。ですから、イエスさまを救
すく

い主
ぬし

として信
しん

じる人
ひと

は、

罪
つみ

が一切
いっさい

なくなり、必
かなら

ず天国
てんごく

に入
はい

ることができるのです。 

 ですから、あなたに、今
いま

、どのように苦
くる

しいことがあっても、逃
に

げないでいましょう。苦
くる

しいことの中
なか

で、イエスさまに「助
たす

けて

ください」と頼
たよ

るのです。「祈
いの

りなさい」ということは、神
かみ

さまに

頼
たよ

りなさいということです。そして、「祈
いの

りなさい」と教
おし

えてくだ

さった神
かみ

さまは、その祈
いの

りを聞
き

いていてくださいます。イエスさ

まを通
とお

して神
かみ

さまにお祈
いの

りするなら、神
かみ

さまはあなたを必
かなら

ず助
たす

け

てくださいます。そうして、苦
くる

しい中
なか

でも最後
さ い ご

まで守
まも

られるので

す。 

 

 ◆お祈り◆  

「イエスさま、天国
てんごく

に行
い

けるようにしてくださってありがとうございます。どんな苦
くる

しいことも耐
た

えられるよ

うにしてください。」      

                               （京都めぐみ教会牧師 加藤秀典） 

望
のぞ

みを抱
いだ

いて喜
よろこ

び、患難
かんなん

に耐
た

え、絶
た

えず祈
いの

りに励
はげ

みなさい。 

ローマ人への手紙
て が み

１２章 1２節 



 １２月９日     テーマ：「旅人
たびびと

をもてなす」 

聖書個所：ローマ人への手紙１２章
しょう

１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

  パウロさんからローマにいるイエスさまを信
しん

じている人々
ひとびと

へのお手紙
て が み

が続
つづ

きます。これまで「心
こころ

からお互
たが

い

に愛
あい

し合
あ

うこと」「神
かみ

さまにいつも従
したが

うこと」「絶
た

えずお祈
いの

りすること」を学
まな

びま

したね。そして、今日
き ょ う

は、「旅人
たびびと

をもてなしなさい。」ということを学
まな

びます。 

 さて、みなさんもいろんなところに旅行
りょこう

に行
い

ったことがあると思
おも

いますが、お家
うち

から離
はな

れて、特
とく

にまだ行
い

ったこともないようなところに行
い

くのはワクワクします

ね。そして行
い

った先
さき

で親切
しんせつ

にしてもらったり、困
こま

ったことが起
お

きたら助
たす

けてもらっ

たりすると、とてもうれしくなります。 

当時
と う じ

、聖書
せいしょ

に書
か

かれているローマの時代
じ だ い

は、今
いま

のような便利
べ ん り

な世
よ

の中
なか

ではありま

せんでした。飛行機
ひ こ う き

も車
くるま

も新幹線
しんかんせん

もなく、素敵
す て き

なホテルもありませんでした。旅
たび

をするのは、とても大変
たいへん

でした。

パウロさんもたくさんの旅
たび

をしながら、神
かみ

さまのお話
はなし

をたくさんの人
ひと

にしましたが、船
ふね

が沈
ちん

没
ぼつ

しそうになったり、

悪
わる

い人
ひと

に襲
おそ

われたり、食
た

べるものがなかったり、寒
さむ

さで凍
こご

えそうになったり大変
たいへん

な目
め

にたくさん会
あ

いました。でも、

その度
たび

に行
い

く先々
さきざき

で、いつも神
かみ

さまはパウロさんを守
まも

ってくださり、いろんな人
ひと

を通
とお

して必要
ひつよう

な助
たす

けを与
あた

えてくだ

さいました。 

私
わたし

たちは今日
き ょ う

のみことばからどんなことを学
まな

んだらいいでしょう。家
いえ

に人
ひと

が泊
とま

まりに来
き

たり、一緒
いっしょ

に食事
しょくじ

したりすることはありますか。そういうお客
きゃく

さんを喜
よろこ

び、嬉
うれ

しい気持
き も

ちを伝
つた

えましょう。お友
とも

だちにも、持
も

っているものを分
わ

かち合
あ

うこ

とができますね。 

パウロさんは、たくさんの旅
たび

の最後
さ い ご

にこんなことを言
い

いました。「このように労苦
ろ う く

して弱
よわ

い者
もの

を助
たす

けなければならないこと、また、主
しゅ

イエスご自身
じ し ん

が、『受
う

けるより

も与
あた

えるほうが幸
さいわ

いである』と言
い

われたみことばを思
おも

い出
だ

すべきこと。使徒
し と

の働
はたら

き２０章
しょう

３５節
せつ

」。今日
き ょ う

も神
かみ

さまが出会
で あ

わせてくださる人
ひと

に対
たい

して、愛
あい

を与
あた

えるこ

とができるようにお祈
いの

りしましょう。 

  

 

◆お祈り 

 「今日
き ょ う

出会
で あ

う人
ひと

に対
たい

して、愛
あい

を与
あた

えることができるように助
たす

けてください。」 

       

                               （茨木聖書教会伝道師 吉持早稚子） 

聖徒
せ い と

の入用
いりよう

に協 力
きょうりょく

し、旅人
たびびと

をもてなしなさい。     

ローマ人への手紙
て が み

12章 1３節 



 １２月１０日     テーマ：「迫害
はくがい

する者
もの

を祝福
しゅくふく

しなさい」 

聖書個所：ローマ人への手紙１２章
しょう

１４節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 
  

 みなさんは、お友
とも

だちや周
まわ

りの人
ひと

から「教会
きょうかい

に行
い

っている」とか「神
かみ

さまを信
しん

じている」ということでから

かわれたことはありませんか？このようなことを、難
むずか

しい言葉
こ と ば

で言
い

うと「迫害
はくがい

する」と言
い

います。また、その

ようなことをする人
ひと

を「迫害
はくがい

する者
もの

」と言
い

います。神
かみ

さまや教会
きょうかい

のことを悪
わる

く言
い

われると、決
けっ

して良
よ

い気持
き も

ち

はしませんね。しかし、今日
き ょ う

の聖書
せいしょ

の個所
か し ょ

では「迫害
はくがい

する者
もの

を祝福
しゅくふく

しなさい。」とパウロさんは言
い

いました。

パウロさんの時代
じ だ い

にも迫
はく

害
がい

する人
ひと

がたくさんいました。しかし、そのような人
ひと

を敵
てき

のように思
おも

うのでなく、祝福
しゅくふく

しなさいと言
い

うのです。それはすぐにできるようなことではありませんでした。私
わたし

たちもそうだと思
おも

います。 

では、どうしたら、「迫害
はくがい

する者
もの

を祝福
しゅくふく

する」ことができるのでしょうか。 

マタイの福音書
ふくいんしょ

５章
しょう

４４節
せつ

～４５節
せつ

に次
つぎ

のように書
か

かれています。「し

かし、私
わたし

はあなたがたに言
い

います。自分
じ ぶ ん

の敵
てき

を愛
あい

し、迫害
はくがい

する者
もの

のために

祈
いの

りなさい。それでこそ、天
てん

におられるあなたがたの父
ちち

の子
こ

どもになれる

のです。天
てん

の父
ちち

は、悪
わる

い人
ひと

にも良
よ

い人
ひと

にも太陽
たいよう

を上
のぼ

らせ、正
ただ

しい人
ひと

にも正
ただ

しくない人
ひと

にも雨
あめ

を降
ふ

らせてくださるからです。」これは、イエスさまの

言葉
こ と ば

です。天
てん

におられる神
かみ

さまは、迫害
はくがい

する人
ひと

にも神
かみ

さまを信
しん

じている人
ひと

と同
おな

じように祝福
しゅくふく

してくださる

お方
かた

です。また、迫害
はくがい

する人
ひと

も受
う

け入
い

れて、平等
びょうどう

に同
おな

じように接
せっ

して

くださるお方
かた

です。その証拠
しょうこ

にパウロさんは、神
かみ

さまを信
しん

じる前
まえ

は、

クリスチャンを猛烈
もうれつ

に迫
はく

害
がい

する人
ひと

でした。そのパウロさんが天
てん

の神
かみ

さ

まによって大
おお

きく変
か

えられ、聖書
せいしょ

のみ言葉
こ と ば

を宣
の

べ伝
つた

える人
ひと

になりまし

た。 

 私
わたし

たちも迫害
はくがい

する人
ひと

を受
う

け入
い

れ、お友達
ともだち

や周
まわ

りの人
ひと

が、いつか、神
かみ

さまを信
しん

じる人
ひと

になるように祈
いの

っていきましょう。 

 

◆お祈り 

 「私
わたし

たちを迫害
はくがい

する人
ひと

が神
かみ

さまを信
しん

じることができるようにしてください。」 

       

                               （茨木聖書教会牧師 吉持日輪生） 

あなたがたを迫害
はくがい

する者
もの

を祝福
しゅくふく

しなさい。    

ローマ人への手紙
てがみ

12章 1４節 



 １２月１１日  テーマ：「喜
よろこ

ぶ者
もの

と共
とも

に喜
よろこ

び、泣
な

く者
もの

と共
とも

に泣
な

く」 

聖書個所
せいしょかしょ

：ローマ人への手紙
て が み

１２章
しょう

１５節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

  

  結婚式
けっこんしき

のお祝
いわ

いなどでよく聞
き

く言葉
ことば

があります。「結婚
けっこん

は、悲
かな

しみは半分
はんぶん

に、 喜
よろこ

びは二倍
にばい

になることで

す。」辛
つら

いことがあっても、二人
ふたり

で 力
ちから

を合
あ

わせて助
たす

け合
あ

って行けば、半分
はんぶん

ずつになります。 逆
ぎゃく

に、嬉
うれ

しいこと

があれば、二人で一緒
いっしょ

に 喜
よろこ

んで 幸
しあわ

せを感
かん

じていけば、二倍
にばい

どころか何倍
なんばい

にも大
おお

きくなるからです。 

 私
わたし

たちも、何
なに

か嫌
いや

なことがあって気持
き も

ちが暗
くら

くなった時
とき

、誰
だれ

もそばに居
い

なかったら寂
さび

しいでしょう。でも、誰
だれ

かがそばに居
い

てくれて「大丈夫
だいじょうぶ

だよ」って言
い

ってくれたら、なんだか 心
こころ

がホッとして気持
き も

ちも明
あか

るくなってくる

ものです。反対
はんたい

に、何
なに

かいいことがあって思
おも

わず声
こえ

を上
あ

げたくなった時
とき

、やっぱり誰
だれ

もそばに居
い

なかったらつま

らないでしょう。でも、誰
だれ

かがそばに居
い

てくれて「よかったね」と言
い

っ

てくれたら、一緒
いっしょ

に感動
かんどう

して踊
おど

り出
だ

したくなるものです。 

 イエスさまも、「何事
なにごと

でも、自分
じぶん

にしてもらいたいことは、ほかの

人
ひと

にもそのようにしなさい。」と言
い

われました。人
ひと

が嫌
いや

がることをし

ないのは当然
とうぜん

です。でも、自分
じぶん

がしてほしいと思
おも

うことだから、他
ほか

の

人
ひと

にもそうしてあげようと思
おも

うのは、その人
ひと

に対
たい

する積 極 的
せっきょくてき

な愛
あい

がなければできません。この愛
あい

は、どこにあるのでしょう。それは、

イエスさまのところです。 

私
わたし

たちも、この愛
あい

をイエスさまからいただいて、周
まわ

りの人
ひと

と一緒
いっしょ

に 喜
よろこ

び、一緒
いっしょ

に泣
な

く人
ひと

になりましょう。 

 

◆お祈り 

「 私
わたし

たちも、イエスさまから愛
あい

をいただいて、周
まわ

りの人と一緒
いっしょ

に 喜
よろこ

び、一緒
いっしょ

に泣
な

ける人
ひと

になれますように。」 

       

                            （箕面めぐみ聖書教会牧師 山下 亘） 

喜
よろこ

ぶ者
もの

といっしょに喜
よろこ

び、泣
な

く者
もの

といっしょに泣
な

きなさい。  

 ローマ人
ひと

への手紙
て が み

１２章
しょう

１５節
せつ

 

 



 １２月１２日     テーマ：「善
ぜん

をもって悪
あく

に打
う

ち勝
か

ちなさい」 

聖書個所
せいしょかしょ

：ローマ人への手紙
て が み

１２章
しょう

２１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 
  

  私が働
はたら

いている所
ところ

に、いつも荷物
に も つ

を配
はい

達
たつ

してくれる宅
たく

配
はい

便
びん

のおじさんがいます。そのおじさんが、初
はじ

め

て荷物
に も つ

を運
はこ

んできたのは２年
ねん

ぐらい前
まえ

です。その時
とき

の荷物
に も つ

は、インターネットで注文
ちゅうもん

した机
つくえ

でした。おじさ

んは重
おも

い、と文句
も ん く

を言
い

って運
はこ

んでいました。確
たし

かに重
おも

いだろうと思
おも

いましたが、こちらはお客
きゃく

さんだし、そ

んなふうに文句
も ん く

言
い

うのはおかしいとも思いました。運
はこ

び終
お

わって、おじさんは伝票
でんぴょう

を投
な

げてよこしました。

私がサインをして返
かえ

すと、「ありがとうございました」も言
い

わず、ぶつぶつ文句
も ん く

を言
い

いながら帰
かえ

って行
い

きまし

た。 

 それからもそのおじさんは、宅配
たくはい

に来
く

るたびに、いやな気持
き も ち

にさせるような態度
た い ど

をとるので、私はおじさ

んのことがきらいでした。それでも、一応
いちおう

口先
くちさき

では、「いつも、ありがとうございます」とこちらから声
こえ

をか

けてはいましたが、おじさんは返事
へ ん じ

をしてくれることもありませんでした。 

 ある時
とき

ふと、このおじさんは、どこに配達
はいたつ

に行ってもこんな態度
た い ど

なんだろうな、そうすると、配達先
はいたつさき

によ

っては、怒
おこ

る人
ひと

もいるだろうな、怒
おこ

らなかったとしても、笑顔
え が お

でありがとうなんて言
い

ってくれる人
ひと

はいない

だろうな、仕事
し ご と

、楽
たの

しくないだろうなと思
おも

いました。そして、そうだ、私が笑顔
え が お

で心
こころ

から「ありがとう！」

と言
い

ってみようと思
おも

ったのです。それから、おじさんが配達
はいたつ

に来
く

ると、思
おも

いっきり笑顔
え が お

で「ありがとうござ

います！」と言
い

うようにしました。でも、返事
へ ん じ

が返
かえ

って

くることはありませんでした。この人
ひと

、耳
みみ

が聞
き

こえない

んじゃないかと思
おも

うこともありました。笑顔
え が お

を向
む

けるの

がもったいない、と思
おも

うこともありました。でも、続
つづ

け

ました。 

 実
じつ

はこの頃
ごろ

、おじさんは、私の「ありがとうございま

す！」に、ぎこちない笑顔
え が お

でもごもごとですが、「ありが

とう」と返
かえ

してくれるようになりました。 

 いじわるされたらいじわるしたくなりませんか。悪
わる

い

ことに負
ま

けそうになりませんか。神
かみ

さまは知
し

っていてく

ださいます。神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれることを選
えら

びましょう。 

  

 

◆お祈り 

「私を愛
あい

していてくださるイエスさまの愛
あい

の力
ちから

によって、悪
わる

いことに対
たい

して良
よ

いことを返
かえ

すことができます

ように。」 

       

                            （西大寺キリスト教会伝道師 森川直子） 

悪
あく

に負
ま

けてはいけません。かえって、善
ぜん

をもって悪
あく

に打
う

ち勝
か

ちなさい。  

ローマ人
ひと

への手紙
て が み

１２章
しょう

２１節
せつ

 

 



１２月１３日       テーマ：生
い

きるにしても、死
し

ぬにしても  

聖書箇所：ローマ人
びと

への手紙
てがみ

１４章
しょう

８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

ピリピで、パウロさんとシラスさんが牢
ろう

屋
や

に入
い

れられたこと

がありましたね。その時
とき

に二人
ふ た り

がしたことは、祈
いの

りと賛
さん

美
び

でし

た。死
し

ぬかもしれないという時
とき

に、賛
さん

美
び

！「今
いま

は死
し

にたくない」

とか「死
し

ぬのが怖
こわ

い」とか、思
おも

わなかったのでしょうか。 

  人
にん

間
げん

は、死
し

んで終
お

わりではありません。生
い

きているときにイエ

スさまを信
しん

じて罪
つみ

を赦
ゆる

していただいたら、誰
だれ

でも天国
てんごく

に行
い

ける

と聖書
せいしょ

に書
か

いてあります。それは、イエスさまが私たちの罪
つみ

のた

めに十字架
じゅうじか

に架
か

かって死
し

に、その罪
つみ

を取
と

り除
のぞ

いて天国
てんごく

に行
い

けるようにしてくださったからなのです。そして、

イエスさまは約
やく

束
そく

の通
とお

りに３日目
み っ か め

に 甦
よみがえ

られました。だから死
し

ぬのを怖
こわ

がる必要
ひつよう

はありません。 

 どうせ天
てん

国
ごく

に行
い

くのだから、すぐに死
し

んでもいいのでは？いいえ、生
い

きることも、死
し

ぬことも神
かみ

さまがお

決
き

めになることです。神
かみ

さまが生
い

かしてくださっているのには、意
い

味
み

があります。神
かみ

さまが死
し

を与
あた

えてくだ

さるのにも、意
い

味
み

があります。死
し

ぬ時
とき

も神
かみ

さまがお決
き

めになり、「わたしのもとに来
き

なさい」と神
かみ

さまのも

とに召
め

してくださいます。生
い

きることも、死
し

ぬことも、神
かみ

さまのみ手
て

の中
なか

にありますから、安心
あんしん

ですね。 

 だから、生
い

かされている今日
き ょ う

、神
かみ

さまを仰
あお

いで神
かみ

さまに喜
よろこ

ばれる歩
あゆ

みを

しましょう。神
かみ

さまが「わたしのもとに来
き

なさい」と言
い

われるまで、命
いのち

を大切
たいせつ

に、力
ちから

の限
かぎ

り。神
かみ

さまが、私たちを用
もち

いてくださいます。そして、死
し

ぬ時
とき

に

も、安
あん

心
しん

して神
かみ

さまを仰
あお

ぎましょう。 
 

◆お祈り 

 天
てん

の神
かみ

さま、天国
てんごく

に行
い

けることを感謝
かんしゃ

します。今日
き ょ う

も生
い

かされていることを感
かん

謝
しゃ

します。イエスさまを信
しん

じていないお友
とも

だちがたくさんいます。私にイエスさまの事
こと

をお話
はな

しする勇気
ゆ う き

をお与
あた

えください。イエスさ

まのお名前
な ま え

によってお祈
いの

りします。  

（家庭教育部編集） 

もし生
い

きるなら、主
しゅ

のために生
い

き、もし死
し

ぬなら、主
しゅ

のために死
し

ぬのです。ですから、生
い

きるにしても、死
し

ぬに

しても、私たちは主
しゅ

のものです。       ローマ人
びと

への手紙
てがみ

１４章
しょう

８節
せつ

 



１２月１４日       テーマ：隣人
となりびと

を喜
よろこ

ばせる 

聖書箇所：ローマ人
びと

への手紙
てがみ

１５章
しょう

１～２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

  

 

 

◆メッセージ 

 みなさんには兄弟
きょうだい

がいますか。私には 弟
おとうと

と２人の姉
あね

がいます。私は兄弟
きょうだい

の中でも、いとこたちの中
なか

でもいちばん最初
さいしょ

の男
おとこ

の子
こ

でした。おじいさん、おばあさんはとくによろこび、私をかわいがってくれま

した。おじいさんのひざは私の指定席
していせき

でした。ほかの子
こ

どもがすわっていると、そこをどかせ、自分
じぶん

がすわ

りました。幼
おさな

いときには「これはぼくのもの」という気持
き も

ちはだいじです。が、私のばあい、それが少
すこ

し

長
なが

くつづきました。 弟
おとうと

や姉
あね

、いとこたちが私をうらんでいたことを知
し

ったのは、ずっと後
あと

でした。私に

はいちばん近
ちか

くの人
ひと

が見
み

えていませんでした。気持
き も

ちがわからなかったのです。 

 教会
きょうかい

にはいろいろな人
ひと

がいますね。勉強
べんきょう

のよくできる人
ひと

やそうでない人
ひと

。スポーツ

の得意
とくい

な人
ひと

やにがてな人
ひと

。足
あし

のはやい人
ひと

やおそい人
ひと

。健康
けんこう

な人
ひと

や病気
びょうき

の人
ひと

。事故
じ こ

で足
あし

が動
うご

かなくなった人
ひと

もいますし、腕
うで

をなくした人
ひと

もいるかもしれません。外国
がいこく

の人
ひと

もい

ます。みんなイエスさまを信
しん

じ、私たちの兄弟
きょうだい

姉妹
しまい

なのです。おたがいに、今
いま

あの人
ひと

はなにが必要
ひつよう

なのだろう、私になにをしてほしいのだろう、と考
かんが

えたいものです。 

 それだけでなく、世
よ

の中
なか

には、まだイエスさまを

信
しん

じていなくても、たくさんの人
ひと

たちがいます。

イエスさまが私たちの罪
つみ

をせおってくださったよう

に、私たちも世界中
せかいじゅう

の人
ひと

たちの弱
よわ

さに手
て

をのばし、助
たす

け合
あ

いたいも

のです。私たちには、隣
とな

りの人
ひと

たちの必要
ひつよう

が見
み

えているでしょう

か。 

 

◆お祈り 

 私たちの目
め

と心
こころ

が、となりにいる人
ひと

たちを見
み

ることができますように。アーメン。 

（鳥取聖書教会牧師 中井堯） 

私たちはひとりひとり、隣人
となりびと

を喜
よろこ

ばせ、その徳
とく

を高
たか

め、その人
ひと

の益
えき

となるようにすべきです。 

ローマ人
びと

への手紙
てがみ

１５章
しょう

１～２節
せつ

 

 



１２月１５日       テーマ：十字架
じゅうじか

のことばは神
かみ

の力
ちから

  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

 １章
しょう

１８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

みなさんは友
とも

だちの間
あいだ

で意見
いけん

が合
あ

わず、言
い

い争
あらそ

いやけんかになって、先生
せんせい

やお父
とう

さんお母
かあ

さんに相談
そうだん

したこと

はありませんか。コリントの教 会
きょうかい

の人
ひと

たちはそのような経験
けいけん

をしました。自分
じぶん

の方
ほう

が正
ただ

しいと言
い

い張
は

る人
ひと

たちが

何人
なんにん

も出
で

て仲間割
なかまわ

れし、ひとつになることができなくなってしまったので、教 会
きょうかい

を開拓
かいたく

したパウロさんに相談
そうだん

した

のです。 

パウロさんの答
こた

えは、パウロさんがコリントで伝
つた

えたイエスさまの

十字架
じゅうじか

についてのメッセージ「十字架
じゅうじか

のことば」によく聞
き

いて従
したが

いな

さい、というものでした。 

神
かみ

の御子
み こ

イエスさまは私たちを愛
あい

して、私たちの罪
つみ

を赦
ゆる

すために

十字架
じゅうじか

にいのちを捨
す

て、三日目
みっかめ

によみがえられたと、パウロさんから

「十字架
じゅうじか

のことば」を聞
き

いたとき、コリントの人
ひと

たちは二
ふた

つの正反対
せいはんたい

の反応
はんのう

を示
しめ

しました。それはイエスさまといっしょに十字架
じゅうじか

につけられた二人
ふたり

の強盗
ごうとう

が全
まった

く反対
はんたい

の態度
たいど

を取
と

った

のと同
おな

じでした。 

十字架
じゅうじか

で殺
ころ

された男
おとこ

の話
はなし

など愚
おろ

かだといって信
しん

じない人
ひと

たちは去
さ

って行
い

きました。しかし、十字架
じゅうじか

のメッセー

ジに感動
かんどう

し、頑固
がんこ

な心
こころ

を打
う

ち砕
くだ

かれた人
ひと

たちは、平安
へいあん

と喜
よろこ

びと希望
きぼう

に満
み

ちた新
あたら

しい心
こころ

に造
つく

り替
かえ

えられたので

す。それはコリントの人
ひと

たちが「十字架
じゅうじか

のことばは…神
かみ

の力
ちから

」であることを経験
けいけん

したときでした。 

信
しん

じた人
ひと

たちは喜
よろこ

んでいっしょに礼拝
れいはい

し、仲良
なかよ

く交
まじ

わり、奉仕
ほうし

に励
はげ

み、証
あかし

をしてコリントの教 会
きょうかい

を建
た

ててきましたが、いつの間
ま

にかイエス

さまの「十字架
じゅうじか

のことば」を忘
わす

れて、まるで自分
じぶん

が偉
えら

いかのように思
おも

い違
ちが

いをする人
ひと

が出
で

てきて、教 会
きょうかい

を混乱
こんらん

させたのです。 

パウロさんはこのみことばを書
か

いてコリントの人
ひと

たちに「十字架
じゅうじか

のこと

ば」にある「神
かみ

の力
ちから

」を経験
けいけん

したときのことを思
おも

い出
だ

させようとしまし

た。神
かみ

の力
ちから

は信
しん

じる人
ひと

の心
こころ

をますます砕
くだ

いて柔
やわ

らかくし、イエスさまのように優
やさ

しく親切
しんせつ

な人
ひと

に造
つく

り替
か

えて行
い

ってくださるからです。 

◆お祈り 

十字架
じゅうじか

のことばにある神
かみ

の力
ちから

をいただいて、きょうも心
こころ

を砕
くだ

かれ、強
つよ

くされて、他
ほか

の人々
ひとびと

にイエスさまの愛
あい

を

表
あらわ

せますように。                           （生駒めぐみ教会牧師 中谷美津雄） 

十字架
じゅうじか

のことばは、滅
ほろ

びに至
いた

る人々
ひとびと

には愚
おろ

かであっても救
すく

いを受
う

ける私たちには、神
かみ

の力
ちから

です。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１章
しょう

１８節
せつ

 

 



１２月１６日       テーマ：成長
せいちょう

させたのは神
かみ

  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

 ３章
しょう

６～７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

 お花
はな

を育
そだ

てたことはありますか。種
たね

をまいて、お水
みず

をやります。芽
め

が出
で

ると嬉
うれ

しいですね。

太
たい

陽
よう

にあてて、毎
まい

日
にち

、お水
みず

をあげているうちに、どんどん大
おお

きくなってつぼみが膨
ふく

らんだら、

花
はな

が咲
さ

くのはもうすぐです。一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

お世
せ

話
わ

したかいがありますね。でも、私たちが一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

お世
せ

話
わ

するから、

木
き

が大
おお

きくなり、お花
はな

を咲
さ

かせるわけではありません。もし、早
はや

く咲
さ

いてほしいと、葉
は

をひっぱたり、つぼみを開
ひら

い

たりしたら、どうなると思
おも

いますか？残
ざん

念
ねん

ながら、枯
か

れてしまいます。それは、お世
せ

話
わ

をする私たちが、木
き

を大
おお

きく

し、花
はな

を咲
さ

かせるわけではないからです。成
せい

長
ちょう

させてくださっているのは神
かみ

さまです。 

 私たち人
にん

間
げん

もそうです。お父
とう

さんもお母
かあ

さんも子
こ

どもたちのために働
はたら

き、ごはんを作
つく

ってくれます。でも、育
そだ

ててくださるのは神
かみ

さまです。神
かみ

さまは、私たちがいつも神
かみ

さまといっしょに歩
ある

く人
ひと

、神
かみ

さまのために働
はたら

く人
ひと

と

なるよう、育
そだ

ててくださるのです。  

 教 会
きょうかい

も同
おな

じです。だれがえらい、だれがいちばん、

ということはありません。大切
たいせつ

なのは救
すく

い主
ぬし

イエスさま

です。イエスさまを信
しん

じさせてくださったのも神
かみ

さまで

す。教 会
きょうかい

にさそってくれたお友
とも

だちも、私たちをおし

えてくださった先生
せんせい

も、私たちを成 長
せいちょう

させてくださる

神
かみ

さまのおてつだいをしただけなのです。 

 

◆お祈り  

 私たちを育
そだ

ててくださってありがとうございます。神
かみ

さまのご用
よう

にやくだつ者
もの

にしてください。アーメン。 

（鳥取聖書教会伝道師 中井史子） 

それで、たいせつなのは、植
う

える者
もの

でも水
みず

を注
そそ

ぐ者
もの

でもありません。成長
せいちょう

させてくださる神
かみ

なのです。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

３章
しょう

７節
せつ

 

 



１２月１７日       テーマ：神
かみ

の栄光
えいこう

を現
あらわ

しなさい  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

 ６章
しょう

１９～２０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 
 

◆メッセージ 

わたしたちのまわりにあるものは、えんぴつ一本
いっぽん

でも、目的
もくてき

があります。えんぴつで、ごはんを食
た

べたり、歯
は

をみ

がいたりすることはありません。えんぴつは字
じ

が書
か

きやすいように、もう５００年
ねん

以上前
いじょうまえ

からたくさんの人
ひと

たちが

工夫
くふう

してきました。わたしたちが使
つか

うえんぴつも外国
がいこく

からえらばれた木
き

や黒鉛
こくえん

という石
いし

やねんどからできていて、書
か

きやすいように工場
こうじょう

の人
ひと

がいっしょうけんめい作
つく

ってくださっています。 

えんぴつでもちゃんとした目的
もくてき

があるのですから、はさみだって、じょうぎ、ランドセル、じてんしゃ、

パソコンだってどんなものも、たくさんの人
ひと

たちによって、わたしたちが便利
べ ん り

になるように作
つく

られて

きたのです。 

聖書
せいしょ

は、わたしたち人間
にんげん

は神
かみ

さまによってつくられたと教
おし

えてくださっています。神
かみ

さまは、わたしたちをなんと

なくつくったわけではなくて、どんな人
ひと

にも「こんなことをしてほしい」という目的
もくてき

や願
ねが

いを込
こ

めてつくってくださ

いました。ですから、わたしたちは神
かみ

さまのものです。 

えんぴつがもし、だれかに使
つか

われるのはいやだから、自分
じ ぶ ん

で何
なん

でもしようと思
おも

ったとした

ら、どうでしょうか。けずることもできないし、字
じ

や絵
え

をかくこともできません。わたした

ちがえんぴつを持
も

ったときにはじめて、すてきな作文
さくぶん

を書
か

いたり、きれいな絵
え

をかいたりで

きるのですね。 

同
おな

じように、神
かみ

さまがわたしたちといっしょに働
はたら

いてくださるときに、神
かみ

さまのすばら

しい力
ちから

がわたしたちにもあらわれるのです。それをパウロは、「聖霊
せいれい

の宮
みや

」と呼
よ

んだのです。 

わたしたちがいちばん幸
しあわ

せなことは、神
かみ

さまがわたしたちに望
のぞ

んでいることができると

きです。きれいな字
じ

を書
か

くためにえんぴつを買
か

うように、わたしたちが神
かみ

さまの喜
よろこ

ばれる

ことができるようになるために、イエスさまは十字架
じゅうじか

にかかって罪
つみ

をゆるし、神
かみ

さまの子
こ

どもにしてくださったので

す。うれしいですね。 

◆お祈り 

神
かみ

さまの喜
よろこ

ばれることができる人
ひと

になれるように、どんなときも教
おし

えて助
たす

けてください。 

 

（西大寺キリスト教会牧師 西村敬憲） 

あなたがたは、代価
だいか

を払
はら

って買
か

い取
と

られたのです。ですから自分
じぶん

のからだをもって、神
かみ

の栄光
えいこう

を現
あらわ

しなさい。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

６章
しょう

２０節
せつ

 

 



１２月１８日       テーマ：賞
しょう

を受
う

けられるように  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

 ９章
しょう

２４～２７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

 今年
こ と し

の夏
なつ

は、ブラジルのリオでオリンピックが行
おこな

われ、もりあがりました。４年後
ね ん ご

の東京
とうきょう

オリンピックも楽
たの

しみですね。オリンピックはたくさんの競技
きょうぎ

がありますが、人気
に ん き

の競技
きょうぎ

は、

１００メートル走
そう

です。 

 今
いま

から約
やく

２０００年前
ねんまえ

、パウロさんは伝道
でんどう

旅行
りょこう

をして、たくさんの町
まち

でイエスさまのことを

伝
つた

えました。小
しょう

アジアの大都市
だ い と し

コリントにも１年半
ねんはん

の間
あいだ

、伝道
でんどう

して、教会
きょうかい

ができました。

このコリントの町
まち

でも、オリンピックのように大
おお

きくはありませんでしたが、スポーツの 

大会
たいかい

がよく行
おこな

われていました。そのときも、人気
に ん き

の競技
きょうぎ

は 走
はし

る競争
きょうそう

でした。 

 スタートラインに選手
せんしゅ

が並
なら

び、合図
あ い ず

とともにいっせいに選手
せんしゅ

が走
はし

り出
だ

します。競技
きょうぎ

の時間
じ か ん

は短
みじか

いですが、賞
しょう

を受
う

けるために、ゴールを目指
め ざ

していっしょうけんめいに走
はし

る選手
せんしゅ

に、お客
きゃく

さんも声援
せいえん

をおくり、夢中
むちゅう

になってしまいま

す。 

 パウロさんは、私たちの信仰
しんこう

生活
せいかつ

と走
はし

る競技
きょうぎ

が似
に

ていると言
い

っています。 

 信仰
しんこう

生活
せいかつ

のゴールは私たちの人生
じんせい

が終
お

わったときで、そのとき、イエスさまは私たちを

すばらしい天国
てんごく

に連
つ

れて行
い

ってくださり、イエスさまがよくがんばったね、とほめてくだ

さる最高
さいこう

のおくり物
もの

をくださいます。 

走
はし

る競技
きょうぎ

で１位
い

の賞
しょう

をもらえるのはひとりだけですが、イエスさまから賞
しょう

をいただけ

るのは、イエスさまの喜
よろこ

ぶことをしたひとすべての人
ひと

です。だれでも。でももし、私たちを救
すく

ってくださったイエスさまが悲
かな

しむことばかりしたり、また好
す

き勝手
か っ て

なことをしたら、せっかく

のごほうびをいただくことができません。 

 イエスさまは、いのちをかけて私たちを救
すく

ってくださいました。そして、最高
さいこう

のおくり物
もの

を用意
よ う い

して天国
てんごく

で待
ま

っていてくださいますから、そのイエスさまにありがとうの気持
き も

ちを 

もって、過
す

ごせたらいいですね。 
 

◆お祈り 

  弱
よわ

い自分
じ ぶ ん

に負
ま

けてしまいそうになるときも、イエスさまを見上
み あ

げて、イエスさまに喜
よろこ

んでいただける毎日
まいにち

を過
す

ご

せますように助
たす

けてください。                 （西大寺キリスト教会伝道師 西村麻利子） 

競技場
きょうぎじょう

で走
はし

る人たちは､みな走
はし

っても、賞
しょう

を受
う

けるのはただひとりだ、ということを知
し

っているでしょう。で

すから、あなたがたも、賞
しょう

を受
う

けられるように、走
はし

りなさい。   コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

９章
しょう

２４節
せつ

 

 



１２月１９日       テーマ： 試練
しれん

と共
とも

に脱出
だっしゅつ

の道
みち

も 

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１０章
しょう

１３節
せつ

 

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

「主
しゅ

の祈
いの

り」で、「こころみ（試練
し れ ん

）に会
あ

わせないでください」とお祈
いの

りします。ところ

が思
おも

いがけないことがおそってきて、苦
くる

しいつらいことがおこってくることがあります。

それは、神
かみ

さまのゆるしの中
なか

にあることです。そして、「あなたがたの会
あ

った試練
し れ ん

はみな人
ひと

の知
し

らないものではありません。」と聖
せい

書
しょ

は言
い

っています。 

ペテロさんは、ヘロデ王
おう

の命
めい

令
れい

で捕
と

らえられ、牢
ろう

屋
や

に入
い

れられてしまいました。イエス

さまのことを伝
つた

え続
つづ

けていたからです。ヘロデ王
おう

は、イエスさまに反対
はんたい

するユダヤ人
じん

たちに気
き

に入
い

られようと、ペテ

ロさんを殺
ころ

そうと決
き

めていました。そんなペテロさんも、私たちと同
おな

じように「主
しゅ

の祈
いの

り」を祈
いの

っていました。イエ

スさまのみことばに従
したが

って、人
ひと

々
びと

に救
すく

いの喜
よろこ

びを伝
つた

えているのに、牢
ろう

屋
や

に入
い

れられ、殺
ころ

されるようなことになって

しまいました。神
かみ

さまは、ペテロさんのことを放
ほう

っておかれるのでし

ょうか。 

殺
ころ

されることになっていた前
まえ

の晩
ばん

のこと。四
よん

人
にん

一
ひと

組
くみ

のローマ兵士
へいし

が

ペテロさんを見
み

張
は

っていました。ペテロさんは、二本
にほん

の鎖
くさり

につながれ

て、二人
ふたり

の兵士
へいし

の間
あいだ

に寝
ね

ていました。突然
とつぜん

、主
しゅ

の使
つか

いがペテロさんを

起
お

こして、連
つ

れ出
だ

しました。鎖
くさり

は解
と

かれています。兵
へい

士
し

たちは寝
ね

てい

ます。牢
ろう

屋
や

の扉
とびら

は次
つぎ

々
つぎ

と開
ひら

いてゆきました。こうして、ペテロさんは、

教
きょう

会
かい

のみんなのもとに戻
もど

ることができました。真実
しんじつ

な神
かみ

さまはこんな

にすばらしいみわざを見
み

せてくださったのです。 

聖書
せいしょ

の神
かみ

さまは、私たちの信仰
しんこう

をためそうとして試練
し れ ん

を与
あた

えることがありますが、神
かみ

さまのみことばを信
しん

じる時
とき

に

必
かなら

ず心
こころ

に平安
へいあん

を与
あた

え、勝利
しょうり

の道
みち

を備
そな

えてくださるのです。 

◆お祈り 

天
てん

のお父
とう

さま、私たちが困
こま

った時
とき

つらい時
とき

に、そこから助
たす

け出
だ

してくださるから感謝
かんしゃ

します。 

（西大寺キリスト教会教師 赤江昭代） 

あなたがたの会
あ

った試練
し れ ん

はみな人
ひと

の知
し

らないものではありません。神
かみ

は真実
しんじつ

な方
かた

ですから、あなたがたを、耐
た

え

られないほどの試練
し れ ん

に会
あ

わせることはなさいません。むしろ、耐
た

えられるように、試練
し れ ん

とともに脱出
だっしゅつ

の道
みち

も備
そな

えてくださいます。                       コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１０章
しょう

１３節
せつ

 

 



１２月２０日       テーマ：私を見
み

ならってください  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１１章
しょう

１節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

 少
すこ

し考
かんが

えてみてください。「わたしを見
み

て、その通
とお

りにすると良
い

いよ。神
かみ

さまに喜
よろこ

んでもらえる人間
にんげん

になれる

よ。」と言
い

う人
ひと

がいたら、それはどんな人
ひと

でしょうか？ よっぽど何
なん

でもできて、優
やさ

しくて心
こころ

が強
つよ

く、立派
りっぱ

な人
ひと

の

ように思
おも

えますね。またそんな人
ひと

でないと言
い

えない言葉
ことば

のようにも思
おも

えます。しかし、これを語
かた

ったパウロさんは

自分
じぶん

のことを「病
やまい

を抱
かか

え、体
からだ

も心
こころ

も弱
よわ

く、性格
せいかく

も激
はげ

しくて怒
おこ

りっぽい人間
にんげん

」だと言
い

っ

ています。 

 それではどうしてパウロさんは自分
じぶん

が弱
よわ

い者
もの

であると分
わ

かっているのに、「あなたがたもわ

たしを見
み

ならってください。」と言
い

えたのでしょうか？ 神
かみ

さまの前
まえ

に自分
じぶん

は臆
おく

病
びょう

で弱
よわ

く、

失敗してしまうこと、罪深
つみぶか

いということをすなおに認
みと

め、神
かみ

さまに頼
たよ

らなければちっとも

毎日
まいにち

を過
す

ごすことが出来
で き

ない者
もの

であることを受
う

け入
い

れていたのです。だから、そのように言
い

えたのです。そして、弱
よわ

くても失敗
しっぱい

してもイエスさまに従
したが

いたいと心
こころ

から願
ねが

っていました。

ですから、パウロさんが言
い

った「私を見
み

ならってください。」ということばは、イエスさまにお

すがりするしか毎日
まいにち

を過
す

ごすことができない、そんな私の姿
すがた

を見習
みなら

ってくださいという意味
い み

です。 神
かみ

さまは、私

たちを神
かみ

さまの子
こ

どもとしてくださり、イエスさまを模範
もはん

として生
い

きる

ように願
ねが

っておられます。も自分
じぶん

の弱
よわ

さと罪深
つみぶか

さを正 直
しょうじき

に認
みと

めて

「イエスさま、私の罪
つみ

を赦
ゆる

すためにあなたは十字架
じゅうじか

にかかってくださ

いました。救
すく

ってくださったことを感謝
かんしゃ

します。あなたがいてくださ

らなければ何
なに

もできません。あなたに見習
みなら

いたいと願
ねが

っています。どう

ぞよろしくお願
ねが

いします。」とイエスさまにおまかせしてゆくことです。 

 

◆お祈り 

きょうもイエスさまに「おまかせします。よろしくお願
ねが

いします」とゆだねることができますように。 

（蛍池聖書教会牧師 森田悦弘） 

私がキリストを見
み

ならっているように、あなたがたも私を見
み

ならってください。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１１章
しょう

１節
せつ

 

 

 



１２月２１日       テーマ：キリストのからだ  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１２章
しょう

１２～２７節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

今朝
け さ

、ごはんを食
た

べましたね。昼
ひる

になると、またお腹
なか

がすいてごはんを食
た

べますね。では、今朝
け さ

食
た

べたものはどう

なったのでしょうか？ 手品
てじな

で隠
かく

したわけでもないのに、食
た

べたものは元
もと

の形
かたち

がなくなりましたね。体
からだ

の中
なか

にあ

る胃
い

と腸
ちょう

で消化
しょうか

されたからです。こうやって必要
ひつよう

な栄養
えいよう

が取
と

りこまれて、体
からだ

を動
うご

かしたり、頭
あたま

を使
つか

って考
かんが

え

たりすることができるのです。腸
ちょう

を通
とお

って消化
しょうか

できないごみは体
からだ

の外
そと

に出
だ

されます。毎日
まいにち

トイレですっきりする

でしょう。神
かみ

さまが造
つく

ってくださった人
ひと

の 体
からだ

っ

て、とてもうまくできていますね。体
からだ

の器官
きかん

がちゃ

んと働
はたら

いてくれるから、わたしたちは元気
げんき

に過
す

ごせ

るのです。目
め

で見
み

えなくても、体
からだ

にはいろいろな

器官
きかん

がありますね。心臓
しんぞう

には、体
からだ

全体
ぜんたい

に必要
ひつよう

な血
ち

を送
おく

り出
だ

すポンプの役目
やくめ

があります。心臓
しんぞう

が止
と

まっ

たら、必要
ひつよう

な血
ち

が届
とど

かなくなって死
し

んでしまいま

す。とても大事
だいじ

な器官
きかん

です。でも、心臓
しんぞう

が胃
い

や腸
ちょう

に

向
む

かって、「お前
まえ

は体 中
からだじゅう

に血
ち

を送
おく

ることができな

いんだな。だめなやつだ」「お前
まえ

は食
た

べ物
もの

のごみを集
あつ

めているんだな。オレのほうが大事
だいじ

なんだぞ」と言
い

うでしょうか。内臓
ないぞう

は、そんなことを言
い

ってお互
たが

いをばかにする

ことはありません。心臓
しんぞう

には心臓
しんぞう

にしか、胃
い

には胃
い

にしかできない役割
やくわり

があります。脳
のう

には脳
のう

の役割
やくわり

が、足
あし

には

足
あし

の役割
やくわり

がそれぞれあって、それらが組
く

み合
あ

わされて、全体
ぜんたい

でひとつのからだになっています。 

聖書
せいしょ

は、私たちはみんな、キリストのからだで一人
ひとり

ひとりが器官
きかん

だと言
い

っています。スポーツや音楽
おんがく

が得意
とくい

な人
ひと

もいれば、苦手
にがて

な人
ひと

もいる。わいわいおしゃべりする人
ひと

もいれば、一人
ひとり

で静
しず

かにするのが好
す

きな人
ひと

もいる。みんな違
ちが

いますね。違
ちが

っていていいのです。いろんな人
ひと

たちが、それぞれの役割
やくわり

を果
は

たしながら、同
おな

じイエスさまのからだ

として生
い

きているのです。教会
きょうかい

みんなで一
ひと

つの体
からだ

であって、かしらであるイエスさまの声
こえ

を聞
き

き、イエスさまの働
はたら

きをすることができます。弱
よわ

そうな人
ひと

も、苦手
にがて

なことがある人
ひと

も、一人
ひとり

ひとりがなくてはならない存在
そんざい

です。お互
たが

いに助
たす

け合
あ

いながら、イエスさまから与
あた

えられた役割
やくわり

を果
は

たしていきましょう。 

 

◆お祈り 

弱
よわ

い人
ひと

も、イエスさまのからだに必要
ひつよう

な大切
たいせつ

なひとりです。支
ささ

え合
あ

って生
い

きられますように。 

（西大寺キリスト教会伝道師 池田雄一） 

あなたがたはキリストのからだであって、ひとりひとりは各器官
かくきかん

なのです。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１２章
しょう

２７節
せつ

 



１２月２２日       テーマ：ヨセフへの告知
こくち

 

聖書箇所：マタイの福音書１章
しょう

１８～２５節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

◆メッセージ 

 ナザレに住
す

むヨセフさんは、マリヤさんと結婚
けっこん

する約束
やくそく

をし、まもなく迎
むか

える結婚
けっこん

の準備
じゅんび

をしていました。しか

し、ある日
ひ

、ヨセフさんは驚
おどろ

くべきことを聞
き

きます。マリヤさんが、お腹
なか

の中
なか

に赤
あか

ちゃんをみごもったというので

す。それは、ヨセフさんにとって身
み

に覚
おぼ

えのないこと。マリヤさんに

裏切
うらぎ

られた、と思
おも

ってもおかしくない出来事
で き ご と

でした。ヨセフさんは、

「正
ただ

しい人」で、神
かみ

さまを恐
おそ

れていましたから、マリヤさんが人々
ひとびと

から悪
わる

く思
おも

われないようにと考
かんが

えました。そしてマリヤさんとの

結婚
けっこん

を静
しず

かに取
と

りやめようと考
かんが

えたのです。  

 そんなことを考
かんが

えながら横
よこ

になって、うとうとと眠
ねむ

りにつくと、

夢
ゆめ

のなかで神
かみ

さまの御使
みつか

いが現
あらわ

れて語
かた

りかけたのです。「ヨセフさん。恐
おそ

れないで、マリヤさんと結婚
けっこん

するのです。

マリヤさんは、神
かみ

さまの力
ちから

によって、赤
あか

ちゃんをみごもったのです。生
う

まれたらイエスという名前
なまえ

をつけなさい。こ

の赤
あか

ちゃんこそ、のちに、人々
ひとびと

をその罪
つみ

から救
すく

ってくださる救
すく

い主
ぬし

なので

す」と。目
め

を覚
さ

ましたヨセフさんは、御使
みつか

いを通
とお

して語
かた

られた神
かみ

さまのこと

ばに従
したが

う決心
けっしん

をします。そして、マリヤさんと結婚
けっこん

するのでした。  

 ヨセフさんは、自分
じぶん

だけで考
かんが

えているときは迷
まよ

っていました。しかし、

神
かみ

さまのみことばを聞
き

いたとき、そのみことばにすなおに従
したが

ったのです。

こうして、救
すく

い主
ぬし

イエスさまは、昔
むかし

から聖書
せいしょ

に約束
やくそく

されていたように、ダ

ビデの子孫
しそん

（ダビデの子
こ

ヨセフ）として、この世界
せかい

にお生
う

まれになられまし

た。神
かみ

さまのご計画
けいかく

は、神
かみ

さまのみことばに従
したが

う人々
ひとびと

を用
もち

いて、進
すす

められていくのです。  

 きょう、迷
まよ

っていることがありますか。神
かみ

さまは、そのことに、どんなお考
かんが

えをもっておられるのでしょうか。神
かみ

さまのみことばに従
したが

う道
みち

を選
えら

べるように祈
いの

りましょう。 

 

◆お祈り 

神
かみ

さま、迷
まよ

うことがある時
とき

にも、神
かみ

さまのみことばに従
したが

う道
みち

を選
えら

ぶことができるように助
たす

けてください。         

 (小平聖書キリスト教会牧師 大瀧恵理也) 

ダビデの子
こ

ヨセフ。恐
おそ

れないであなたの妻
つま

マリヤを迎
むか

えなさい。     マタイの福音書１章
しょう

２０ｂ節
せつ

 



１２月２３日       テーマ：救
すく

い主
ぬし

の誕生
たんじょう

  

聖書箇所：ミカ書
しょ

５章
しょう

２節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

もうじき、クリスマスですね。クリスマス、それは、私たちの救
すく

い主
ぬし

イエスさまのお誕生
たんじょう

のおいわいです。バース

デーパーティーですね！ クリスマスがちかづいてくると、私たちの心
こころ

はなんだかうれしくなります。それは、イエ

スさまがうまれてくださったのが、私たちのためだからです。クリスマスを待
ま

つ１か月
げつ

のことをアドベント・待降
たいこう

節
せつ

といいます。そして今日
き ょ う

は、アドベントの中
なか

にある日
ひ

です。 

今日
き ょ う

のみことばは、ちょっとむずかしいですね。これはじつは、主
しゅ

イエスさまのお誕生
たんじょう

の預言
よ げ ん

なのです。救
すく

い主
ぬし

の

お誕生
たんじょう

は、ずっとずっとむかしから決
き

められていました。むかしイスラエルの人
ひと

たちが、このみことばをうけとった

とき、イスラエルの人
ひと

たちは、とてもくるしくて、かなしい中
なか

にいました。しかし、くらやみの中
なか

にいたとき、神
かみ

さま

はかならず救
すく

い主
ぬし

をおくるよ、という希望
き ぼ う

の約束
やくそく

を与
あた

えてくださいました。 

今日
き ょ う

のみことばに、「ベツレヘム・エフラテ」とあります。町
まち

の名前
な ま え

です。

聞
き

いたことがありますか？ イエスさまがお生まれになった小
ちい

さい町
まち

「ベ

ツレヘム」ですね。そこから「イスラエルの支配者
しはいしゃ

になる者
もの

が出
で

る」とあ

ります。救
すく

い主
ぬし

イエスさまです。この預言
よ げ ん

から７００年
ねん

もたってから、こ

のみことばのとおりになったのです。イエス・キリストのお誕生
たんじょう

をきめた

のは、だれでしょうか？ そう、神
かみ

さまです。父
ちち

なる

神
かみ

さまが、私たちに救
すく

い主
ぬし

イエスさまを与
あた

えてくだ

さいました。イエスさまは、すべての人
ひと

の救
すく

い主
ぬし

です。私たちも主
しゅ

イエスさまによって救
すく

われま

す。イエスさまはまっくらな心
こころ

に希望
き ぼ う

を与
あた

えてくださいます。自分
じ ぶ ん

ではどうすることもできな

い罪
つみ

も、きれいにしてくださいます。そのためにきてくださったからです。「だれにも言
い

えない」、

そんな時
とき

にもイエスさまを信
しん

じましょう。イエスさまは、いつもいっしょにいてくださる神
かみ

さま

です。心
こころ

からよろこんで、救
すく

い主
しゅ

のお誕生
たんじょう

をおいわいしましょう。 

◆お祈り 

 父
ちち

なる神
かみ

さま。私たちに救
すく

い主
ぬし

イエスさまを与
あた

えてくださってありがとうございます。私たちが心
こころ

からイエスさま

を信
しん

じることができますように。イエスさまを自分
じ ぶ ん

の救
すく

い主
ぬし

として信
しん

じて、イエスさまを愛
あい

する子
こ

となることができ

ますように。主
しゅ

イエス・キリストのみなによってお祈
いの

りします。アーメン 

  （安中聖書教会牧師 三浦陽子） 

ベツレヘム・エフラテよ。あなたはユダの氏族
し ぞ く

の中
なか

で最
もっ

も小
ちい

さいものだが、あなたのうちから、わたしのために、

イスラエルの支配者
しはいしゃ

になる者
もの

が出
で

る。その出
で

ることは、昔
むかし

から、永遠
えいえん

の昔
むかし

からの定
さだ

めである。ミカ書
しょ

５章
しょう

２節
せつ

 



１２月２４日       テーマ：最初
さいしょ

のキャロリング 

聖書箇所：ルカの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

１５～２０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

◆メッセージ 

「いと高
たか

き所
ところ

に、栄光
えいこう

が、神
かみ

にあるように。地
ち

の上
うえ

に、平和
へいわ

が、御心
みこころ

にかなう人々
ひとびと

にあるように。」と、天使
てんし

と多
おお

くの天
てん

の軍勢
ぐんぜい

の賛美
さんび

を聞
き

い

た羊飼
ひつじか

いたちは、どんなにびっくりしたことでしょうか？待
ま

ちに待
ま

った救
すく

い主
ぬし

がお生
う

まれになりました。むかしから約束
やくそく

されていた良
よ

い知
し

らせが、

今
いま

、現
げん

実
じつ

となったのです。このお方
かた

が、私たちの罪
つみ

の身代
み が

わりに十字架
じゅうじか

で死
し

ぬためにこられた救
すく

い主
ぬし

です。 

早速
さっそく

、羊飼
ひつじか

いたちは、救
すく

い主
ぬし

イエスさまの誕 生
たんじょう

を確
たし

かめるために、

ベツレヘㇺへ出
で

かけました。どんなにウキウキドキドキしながら、捜
さが

し歩
ある

いたことでしょう。 

いました！いました！天使
てんし

が教
おし

えてくれた通
とお

り、飼
か

い葉
ば

おけに寝
ね

かされ

ているみどりごのイエスさまを探
さが

し当
あ

てたのです。すべて、天使
てんし

が教
おし

えて

くれたみことばの通
とお

り！神
かみ

さまは、みことばで約束
やくそく

してくださったことを必
かなら

ずしてくださいます。神
かみ

さまの

みことばを聞
き

いて従
したが

うことは、喜
よろこ

びとなります。羊飼
ひつじか

いたちは、

天使
てんし

の話
はな

したことを自分
じぶん

の目
め

で確
たし

かめ、本当
ほんとう

だと分
わ

かるとどんなに

うれしく感動
かんどう

したことでしょう。彼
かれ

らは、救
すく

い主
ぬし

の誕 生
たんじょう

の喜
よろこ

び

と感動
かんどう

をもって、町
まち

の人々
ひとびと

に賛美
さんび

しながら帰
かえ

って行
い

きました。こ

れが、最初
さいしょ

のキャロリングです。 

はじめてのクリスマスの喜
よろこ

びは、天使
てんし

から羊飼
ひつじか

いへ、羊飼
ひつじか

いか

ら町
まち

の人々
ひとびと

へ、今
いま

では世界
せかい

中
じゅう

の人々
ひとびと

へと賛美
さんび

をもって伝
つた

えられて

います。私たちも、この喜
よろこ

びの知
し

らせをお友達
ともだち

やまだイエスさまを知
し

らない人々
ひとびと

へ伝
つた

えましょう。 

◆お祈り 

天
てん

の神
かみ

さま、天使
てんし

が教
おし

えてくれた救
すく

い主
ぬし

イエスさまを喜
よろこ

んで人々
ひとびと

に伝
つた

えられますように。 

（新札幌聖書教会伝道師 金 美栄） 

羊飼
ひつじか

いたちは、見聞
み き

きしたことが、全部
ぜんぶ

み使
つか

いの 話
はなし

のとおりだったので、神
かみ

をあがめ、賛美
さんび

しながら

帰
かえ

って行
い

った。                           ルカの福音書
ふくいんしょ

２章
しょう

２０節
せつ

 

 



１２月２５日       テーマ：人
ひと

となられた神
かみ

の子
こ

 

聖書箇所：ピリピ人
びと

への手紙
てがみ

 ２章
しょう

６～１１節
せつ

 
◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

今日
きょう

の箇所
かしょ

は、パウロさんがピリピ教会
きょうかい

に書
か

いたクリスマスのメッセージ、と言
い

ってもよい箇
か

所
しょ

です。えっ？どこ

がクリスマスのメッセージなの？って思
おも

ったお友
とも

だちもいることでしょう。パウロさんはここでイエスさまがどのよ

うなお方
かた

であられるかという事
こと

を書
か

いています。皆
みな

さんは、「神
かみ

さまの御姿
みすがた

？」どういうこと、って考
かんが

えたことがあ

りますか？ 

ヨハネの黙示録
もくしろく

1:13-17に、栄光
えいこう

のイエスさまのお姿
すがた

が書
か

かれています。それを見
み

た黙示録
もくしろく

を書
か

いたヨハネさんは、

その栄光
えいこう

のお姿
すがた

にびっくりして死
し

んだように倒
たお

れてしまいました。イエスさまは、本当
ほんとう

はそのような素晴
す ば

らしいお

姿
すがた

をしておられるのに、私たちがその栄光
えいこう

のお姿
すがた

にびっくりして倒
たお

れてしまわないように「ご自分
じぶん

を無
む

にして」な

んでもやってもらわなければならない小
ちい

さく弱
よわ

いフニャフニャの赤
あか

ちゃんとして、「神
かみ

の子
こ

」であられるのに完全
かんぜん

な

る「人
ひと

」となられて、生
う

まれてくださいました。そして「仕
つか

える者
もの

の姿
すがた

をとり、人間
にんげん

と同
おな

じようになられ」ました。 

お医者
いしゃ

さんのルカさんが書
か

いていますが、生
う

まれたばかりのイエス

さまは、人間
にんげん

が織
お

った布
ぬの

にくるまれ家畜
かちく

の餌
えさ

を入
い

れるかいばおけに

寝
ね

かされました。神
かみ

さまのお子
こ

、世界
せかい

の救
すく

い主
ぬし

だから、すばらしい

衣装
いしょう

に包
つつ

まれ素敵
すてき

なベッド・・・ではありませんでした。だからこそ

貧
まず

しい羊飼
ひつじか

いたちは、世界
せかい

で一番
いちばん

最初
さいしょ

に救
すく

い主
ぬし

イエスさまにお会
あ

い

する祝福
しゅくふく

にあずかることができたのです。 

イエスさまは、さらに「死
し

にまで従
したが

い、実
じつ

に十字架
じゅうじか

の死
し

にまでも

従
したが

われました」とありますが、私たちの罪
つみ

の身代
み が

わりとなって十字架
じゅうじか

にかかるために来
き

てくださいました。だから神
かみ

さまは、イエスさまに「すべての名
な

にまさる名
な

をお与
あた

えになりました。」私たち

は、満
み

ち満
み

ちた豊
ゆた

かさを持
も

っておられるイエスさまの御名
み な

によってお祈
いの

りでき

る恵
めぐ

みが与
あた

えられていることを感謝
かんしゃ

しましょう。 

今日
きょう

はクリスマス！私たちも「すべての口
くち

」の中
なか

のひとりとして「イエス・

キリストは主
しゅ

である」と告白
こくはく

して、父
ちち

なる神
かみ

さまをほめたたえましょう！ 

  

◆お祈り 

 神
かみ

さまのひとり子
ご

イエスさまを私たちに救
すく

い主
ぬし

としてお与
あた

えくださり、ありがとうございます。神
かみ

さまに感謝
かんしゃ

して

このクリスマスを過
す

ごすことができますように。              （南柏聖書教会伝道師 菊池真恵美） 

すべての口
くち

が、「イエス・キリストは主
しゅ

である」と告白
こくはく

して、父
ちち

なる神
かみ

がほめたたえられるためです。 

ピリピ人
びと

への手紙
てがみ

２章
しょう

１１節
せつ

 



１２月２６日       テーマ：愛
あい

は  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一１３章
しょう

１～８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

◆メッセージ 

  

◆メッセージ 

「愛
あい

」とはなんでしょうか？男
おとこ

の人
ひと

や女
おんな

の人
ひと

が「好
す

きだよ」と互
たが

いに言
い

うのが、聖書
せいしょ

でいう愛
あい

ではありません。

愛
あい

は特技
とくぎ

を使
つか

って何
なに

かをすることや、お金
かね

をあげたり、さらには、命
いのち

を差
さ

し出
だ

すことでもないと、１〜３節
せつ

に書
か

か

れてあります。 

 私たちはすぐに、自分
じぶん

ばかりを大事
だいじ

にしてしまいます。誰
だれ

かのために何
なに

かをやっていると思
おも

っていることも、自分
じぶん

はすごいでしょ、役
やく

に立
た

つでしょ、という気持
き も

ちになってしまったりします。もし相手
あいて

の人
ひと

が評価
ひょうか

もしてくれないと、

「これだけやってあげたのに」と、その人
ひと

を憎
にく

んだりします。「ありがとう」を言
い

ってくれないと、「もうやらない」

と思
おも

ってしまったりするのです。 

 どこまでも寛容
かんよう

で、親切
しんせつ

であること。自慢
じまん

したり、偉
えら

そうにしないこと。これは

難
むずか

しいことです。実際
じっさい

に誰
だれ

かを愛
あい

そうとすると、私たちには愛
あい

がないことがよく

わかります。 

 どうすれば、この愛
あい

を持
も

つことができるのでしょうか。この聖書
せいしょ

の愛
あい

を１００％

持
も

っているのは、イエスさまだけです。愛
あい

は、相手
あいて

のことだけを思
おも

って、ささげるこ

とです。イエスさまは見返
みかえ

りを求
もと

めず、私たちのために命
いのち

をささげてくれました。 

 このみことばにある「愛
あい

」という言葉
ことば

を、「イエスさま」と置
お

き換
か

えてみましょう。

そうすると、イエスさまのことがよくわかります。イエスさまを通
とお

して、愛
あい

がわかります。 

 ７〜８節
せつ

「イエスさまは、すべてをがまんし、すべてを信
しん

じ、

すべてを期待
きたい

し、すべてを耐
た

え忍
しの

びます。イエスさまは決
け

して絶
た

えることがありません。」 

 愛
あい

のない私たちをこのようにがまんし、信
しん

じ続
つづ

けて、変
か

わら

ない愛
あい

でイエスさまは愛
あい

してくださっているのです。このイエ

スさまの愛
あい

を受
う

け続
つづ

ける時
とき

に、私たちも同
おな

じような愛
あい

で、誰
だれ

か

を愛
あい

することができるようになるのです。 
 

 

◆お祈り 

「イエスさまをもっと知
し

って、同
おな

じ愛
あい

で、人
ひと

を愛
あい

することができますように。」 

（クロスロードチャーチ岡山牧師 後藤哲哉） 

愛
あい

は寛容
かんよう

であり、愛
あい

は親切
しんせつ

です。また人
ひと

をねたみません。愛
あい

は自慢
じまん

せず、高慢
こうまん

になりません。 

コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１３章
しょう

４節
せつ

 



１２月２７日       テーマ：信仰
しんこう

・希望
きぼう

・愛
あい

  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１３章
しょう

１３節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

◆メッセージ 

あなたにとって、一番
いちばん

大切
たいせつ

なことはなんでしょうか。目
め

に見
み

えるお金
かね

でしょうか。それとも目
め

に見
み

えない愛 情
あいじょう

でし

ょうか。この世
よ

の中
なか

は、お金
かね

があれば何
なん

でも手
て

に入
はい

る世界
せかい

です。そのために、多
おお

くの人
ひと

は頑張
がんば

ってお仕事
しごと

をし、お金
かね

を

手
て

に入
い

れます。しかし、いくらお金
かね

を支
し

払
はら

っても本
ほん

当
とう

の愛
あい

情
じょう

は手
て

に入
はい

らないし、私
わたし

たちの心
こころ

は満
み

たされないままな

のです。 

聖書
せいしょ

は「人
ひと

が友
とも

のためにいのちを捨
す

てることよりも大
おお

きな愛
あい

はありません。」と教
おし

えています。あなたは、友
とも

だちの

ためにいのちを捨
す

てることができるでしょうか。きっと難
むずか

しいですね。しかし、私たちのために惜
お

しまずいのちを投
な

げ

出
だ

したお方
かた

がいます。そのお方
かた

こそがイエスさまでした。イエスさまは、私たちの罪
つみ

の身代
み が

わりに十字架
じゅうじか

に架
か

かり、死
し

んでくださいました。このイエスさまの愛
あい

が、私たちの心
こころ

を満
み

たします。イエスさまを信じる信仰によって、希望
きぼう

が与
あた

えられます。永遠のいのちの希望です。信仰
しんこう

、希望
きぼう

、愛
あい

は、どんな苦
くる

しい状 況
じょうきょう

にあっても、揺
ゆ

るぎません。 

聖書
せいしょ

は「いつまでも残
のこ

るものは信仰
しんこう

と希望
きぼう

と愛
あい

です。その中
なか

で一番
いちばん

すぐれているのは愛
あい

です。」と教
おし

えています。ど

れも目
め

で見
み

ることができません。でも、目
め

で見
み

えるようなものは、やがて壊
こわ

れて無
な

くなるのです。ですから、聖書
せいしょ

は「見
み

えるものにではなく、見
み

えないものにこそ目
め

を留
と

めます。」と教
おし

え

ています。信仰
しんこう

は私たちに希望
きぼう

を与
あた

えます。しかも、この希望
きぼう

は

失望
しつぼう

に終
お

わることがありません。それは、聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまによ

って、神
かみ

さまの愛
あい

が私たちの心
こころ

に注
そそ

がれているからです。です

から、信仰
しんこう

は希望
きぼう

を与
あた

え、見
み

えないものを見
み

せてくれるのです。

そして、やがてイエスさまと共
とも

に生
い

きるようになるとき、愛
あい

があ

ふれ続
つづ

けます。そのようにいつまでも残るものの中
なか

で一番
いちばん

大切
たいせつ

なもの、一番
いちばん

すぐれているものが愛
あい

です。 

 

◆お祈り「神
かみ

さまのご愛
あい

によって信仰
しんこう

と希望
きぼう

が与
あた

えられることを感謝
かんしゃ

いたします。」 

（岡山めぐみキリスト教会牧師 草井琢弘） 

こういうわけで、いつまでも残
のこ

るものは信仰
しんこう

と希望
きぼう

と愛
あい

です。その中
なか

で一番
いちばん

すぐれているのは愛
あい

です。 

コリント人
ひと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１３章
しょう

１３節
せつ

 



１２月２８日       テーマ：最
もっと

も小
ちい

さい者
もの

さえも  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１５章
しょう

９～１０節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 

 

 

◆メッセージ 

今日
きょう

の聖書
せいしょ

の言葉
ことば

はパウロさんの言葉
ことば

です。パウロさんはユダヤ人
じん

以外
いがい

の人
ひと

に神
かみ

さまのことを伝
つた

える大
おお

きな働
はたら

きをした人
ひと

です。この人
ひと

の働
はたら

きによって神
かみ

さまの言葉
ことば

が世界
せかい

各地
かくち

に広
ひろ

がっていきました。 

そのような働
はたら

きをしたパウロさんですが、元
もと

の名前
なまえ

を「サウロ」とい

い、その名前
なまえ

の時
とき

はイエスさまの教
おし

えを信
しん

じる人
ひと

たちを捕
つか

まえて牢屋
ろうや

に

入
い

れていました。ところが、ダマスコという町
まち

に行
い

く途中
とちゅう

でイエスさま

の 幻
まぼろし

に出会
で あ

ってからは、180度
ど

変
か

わって熱心
ねっしん

にイエスさまの教
おし

えを伝
つた

えるようになりました。その後
ご

、イエスさまがお選
えら

びになった12人
にん

のお

弟子
で し

さんと同
おな

じように「使徒
し と

」と呼
よ

ばれるようになったのですが、パウロ

さん自身
じしん

は以前
いぜん

の自分
じぶん

をわかっているので、「自分
じぶん

は使徒
し と

と呼
よ

ばれる価値
か ち

のない者
もの

です」とはっきり言
い

って

います。しかし、自分
じぶん

は最
もっと

も小
ちい

さい者
もの

だけれど、神
かみ

さまの恵
めぐ

みによっ

て変
か

えられて、神
かみ

さまの恵
めぐ

みによって大
おお

きな働
はたら

きをさせていただいた、

と神
かみ

さまをほめたたえています。パウロさんにとっては自分
じぶん

がどうであ

るかということは問題
もんだい

ではなく、神
かみ

さまの恵
めぐ

みによって、神
かみ

さまのお

働
はたら

きがますます広
ひろ

がっていくことが一番
いちばん

大切
たいせつ

だったのです。 

私たちも小
ちい

さな者
もの

ですが、パウロさんと同
おな

じように神
かみ

さまの恵
めぐ

みに

よって生
い

かされています。そして、神
かみ

さまの恵
めぐ

みによって私たちも神
かみ

さまのために大
おお

きな働
はたら

きができるの

です。自分
じぶん

がどうであるかを気
き

にすることはありません。ただ、神
かみ

さまの恵
めぐ

みをしっかりとうけとめながら

歩
あゆ

んでいきましょう。 

◆お祈り 

「いつもかみさまのめぐみをわすれないで、かみさまのみささえとおみちびきをしんじて あゆめますよ

うに。」 

 

（倉敷めぐみキリスト教会牧師 高山正治） 

ところが、神
かみ

の恵
めぐ

みによって、私は今
いま

の私になりました。そして、私に対
たい

するこの神
かみ

の恵
めぐ

みは、むだにはな

らず、私はほかのすべての使徒
し と

たちよりも多
おお

く働きました。しかし、それは私ではなく、私にある神
かみ

の恵
めぐ

みで

す。                            コリント人
ひと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１５章
しょう

１０節
せつ

 



１２月２９日       テーマ：いつも主
しゅ

のわざに励
はげ

みなさい  

聖書箇所：コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１５章
しょう

５８節
せつ

 

◆今日のみことば 

 

 

 

 

 
 

◆メッセージ 

みなさんは補助
ほじょ

輪
りん

のない自転車
じてんしゃ

に乗
の

ったことがありますか。最初
さいしょ

は怖
こわ

くてゆっくりしか進
すす

めな

いので、フラフラしてすぐに倒
たお

れてしまいますね。でも慣
な

れてくると、一生懸命
いっしょうけんめい

にペダルをこい

で速
はや

く走
はし

れるようになります。そうすると倒
たお

れずに、まっすぐに進
すす

むことができます。信仰
しんこう

生活
せいかつ

も同
おな

じです。 

イエスさまが私たちにするように願
ねが

っておられることを、最初
さいしょ

は上手
じょうず

にでき

なくても、一生懸命
いっしょうけんめい

に行
おこな

い続けていくことが大切
たいせつ

です。イエスさまはわたし

たちの罪
つみ

のために身
み

代
が

わりとなって十字架
じゅうじか

にかかり、死
し

んでくださいました。

そして三日目
み っ か め

に死
し

から復活
ふっかつ

してくださいましたの

で、イエスさまを信
しん

じる私たちクリスチャンも死
し

んでも永遠
えいえん

の命
いのち

に

復活
ふっかつ

することができます。そのときイエスさまは、私たちのために義
ぎ

の

冠
かんむり

を用意
ようい

してくださっているのです。 

毎日
まいにち

聖書
せいしょ

を読
よ

み、お祈
いの

りし、イエスさまのことをまだ知
し

らない人
ひと

にイ

エスさまのことを教
おし

えてあげましょう。また悲
かな

しんでいる人
ひと

や困
こま

ってい

る人
ひと

がいたら進
すす

んで助
たす

けてあげましょう。 

 

◆お祈り 

イエスさま、私の罪
つみ

のために十字架
じゅうじか

にかかり、死
し

んで三
みっ

日
か

目
め

に復活
ふっかつ

してくださりありがとうござ

います。今日
きょう

の一日
いちにち

も聖霊
せいれい

さまのお助
たす

けをいただいて、イエスさまに喜
よろこ

ばれる歩
あゆ

みができますよ

うに。イエスさまのお名前
なまえ

によってお祈
いの

りいたします。アーメン 

（岡山グレイス・チャーチ牧師 田中幸夫） 

ですから、私の愛
あい

する兄弟
きょうだい

たちよ。堅
かた

く立
た

って、動
うご

かされることなく、いつも主
しゅ

のわざに励
はげ

みなさい。あなたがたは自分
じぶん

たちの労苦
ろうく

が、主
しゅ

にあってむだでないことを知
し

っているのですか

ら。                       コリント人
びと

への手紙
てがみ

第一
だいいち

１５章
しょう

５８節
せつ

 



１２月３０日 テーマ：「神
かみ

さまの慰
なぐさ

め」 

聖書個所：コリント人
びと

への手紙
て が み

第
だい

二
に

１章
しょう

４節
せつ

～６節
せつ

 

◆今日のみことば

◆メッセージ

おとなでも子
こ

どもでも、つらいこと、かなしいことがあります。仲
なか

よくしていた友
とも

だちからのけ

ものにされたり、信じて
しん

いたのにだまされたり、家族
か ぞ く

も分
わ

かってくれなくて一人ぼっち
ひとり

でどうして

いいのか分からない
わ

時
とき

があります。誰
だれ

かに相談
そうだん

しても分かって
わ

もらえなくて、よけいに悲しい
かな

気
き

持
も

ちになる事
こと

もあります。 

また、とつぜん、高
たか

い熱
ねつ

が出
で

て病気
びょうき

になったりします。何日
なんにち

も何
なん

ケ月
げつ

も一人
ひ と り

で入院
にゅういん

して、つらい

検査
け ん さ

や治
ち

療
りょう

を受
う

けなければなりません。「ほかの人
ひと

たちは、学校
がっこう

に行ったり
い

、遊んだり
あそ

、楽しく
たの

す

ごしたりしているのに、どうして私だけこんなにつらいのだろう。」など思います
おも

。 

そんな時
とき

、「イエスさま、助けて
たす

ください。」ってお祈り
いの

してみてください。ありとあらゆる苦しみ
くる

を経験
けいけん

し、私たちを誰
だれ

よりも愛
あい

し、分かって
わ

くださるイエスさまが、「わたしが、いつも共
とも

にいて

守って
まも

あげるからもうだいじょうぶ、しんぱいしないでいい

よ。」と言
い

ってくださいます。イエスさまは、わたしたちの心
こころ

や思い
おも

を支
ささ

えて、助けて
たす

くださいます。もう安心
あんしん

です。イエス

さまを信じて
しん

、イエスさまがよろこばれる心
こころ

ですごしましょ

う。 

またお友
とも

だちが同じ
おな

ように苦しんで
くる

いる時
とき

、自分
じぶん

もつらい

ことを体験
たいけん

したのでお友
とも

だちの苦しみ
くる

、つらい気
き

持
も

ちがよく

分かります
わ

。お友
とも

だちのために心から
こころ

祈り
いの

、イエスさまといっしょに助けて
たす

あげることができる人
ひと

にしていただきましょう。 

◆お祈り

「時々
ときどき

、心
こころ

がくじけそうになるほどつらいことや悲しい
かな

ことがありますが、イエスさまにお祈
いの

りして助けて
たす

いただく事
こと

が出
で

来
き

ますように・・・。」 

（岡山グレイスチャーチ伝道師 田中恭子） 

神
かみ

は、どのような苦しみ
くる

のときにも、私たちを慰めて
なぐさ

くださいます。こうして、私たち

も、自分
じぶん

自身
じしん

が神
かみ

から受ける
う

慰め
なぐさ

によって、どのような苦しみ
くる

の中
なか

にいる人
ひと

をも慰める
なぐさ

ことができるのです。  コリント人
びと

への手紙
て が み

第二
だ い に

１章
しょう

４節
せつ

 



１２月３１日 テーマ： 「栄光
えいこう

から栄光
えいこう

へ」

聖書個所：コリント人
びと

への手紙
て が み

第
だい

二
に

３章
しょう

１６節
せつ

～１８節
せつ

 

◆今日のみことば

◆メッセージ

モーセさんはいつも、神
かみ

さまとお話
はな

しをしていました。するとモー

セさんの顔
かお

が輝
かがや

きました。それを見
み

たイスラエルの人
ひと

たちは、あま

りのまばゆさにこわくなって彼
かれ

に近
ちか

づくことができなくなりました。

そこでモーセさんは、他
ほか

の人々
ひとびと

とお話
はな

しする時
とき

には、顔
かお

を布
ぬの

で隠
かく

し

ていました。モーセさんはどんなふうに輝いていたのでしょうね。 

モーセさんのように輝きたいと思いませんか。でも、「自分には無

理」と思ってしまっていませんか。うそを言
い

ったり、ごまかしたりすることがあります。お友
とも

だち

とけんかしたり、約束
やくそく

を守らないこともあります。やめようと思
おも

っても、また同
おな

じことをしてしま

います。どうして同
おな

じことばかり繰
く

り返
かえ

してしまうのだろうと悩
なや

みます。 

聖書
せいしょ

は、聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまによって私たちは変
か

えられると約束
やくそく

しています。私たち

はイエスさまを信
しん

じました。その時
とき

に、私たちは救
すく

われ、心
こころ

の中
なか

の罪
つみ

がゆるされ、

きよい心
こころ

があたえられます。それと同時に、私たちの心
こころ

の中に聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまが

住
す

んでくださいました。すべてのクリスチャンの心
こころ

に聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまが住
す

んでお

られます。私たちが祈
いの

る時
とき

に、聖霊
せいれい

なる神
かみ

さまが私たちの心
こころ

の中
なか

で働
はたら

いて、私

たちは毎日
まいにち

少
すこし

しずつ、内側
うちがわ

からイエスさまに似るように変
か

えられていきます。

感謝
かんしゃ

ですね。イエスさまに似る輝きは、どんなにすばらしいことでしょう！楽しみ

に祈っていきましょう。 

◆お祈り

「聖霊
せいれい

なる神
かみ

さま。私の心
こころ

の中で働
はたら

いてください。私を内側
うちがわ

から変
か

えてください。」 

（東岡山キリスト教会牧師 中尾芳也） 

私たちはみな、顔
かお

のおおいを取
と

りのけられて、鏡
かがみ

のように主
しゅ

の栄光
えいこう

を反映
はんえい

させなが

ら、栄光
えいこう

から栄光
えいこう

へと、主
しゅ

と同
おな

じかたちに姿
すがた

を変えられて行
い

きます。これはまさに、

御霊
みたま

なる主
しゅ

の働
はたら

きによるのです。 コリント人
びと

への手紙
て が み

第二
だ い に

3章
しょう

18節
せつ
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